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<論 説〉
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c)1840年 以 後 の 追 放
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は じめ に
1840年 代 の ドイ ツ人 に と って 西 南 フ ラ ン スは,パ リや 東 フ ラ ン ス に比 べ て い
さ さ か趣 を 異 に す る。 東 フ ラ ン ス が,多 くの ドイ ツ 人 を 集 め て い た の は,ド イ
ツに 近 接 して い た か らで あ り(束 フラ ンスに関 して[B,43」 参照)1パ リが 多 くの ド
イ ッ 人 を 引 き付 け た の は,自 由 の 国 フ ラ ン ス の魅 力 で あ っ た(パ リに関 してLB,
44j参 照)。 パ リや東 フ ラ ン ス と比 べ て 見 て,西 南 フ ラ ン スに は,ド イ ッ人 を 迎
え 人 れ る理 由 が な い と も言 え る。 西 南 フ ラ ン ス は,ド イ ツ 人 労 働 者 を 引 き付 け
る よ り も,ス ペ イ ン人,イ タ リ ア 人 労 働 者 を 引 き付 け る の が 地 理 的 に 当 然 で
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あ った。 フ ラ ンス全 域 にお け る ドイ ッ人 の分 布 を見 て も[B,43,p.100f]i西 フ ラ
ンスにお け る ドイ ツ人 の割 合 は,余 り多 くはな い。
しか し ドイ ツ人 が 東 フラ ンス とパ リで進 行 を 止め た ので は な い こと も確 か
で あ る。 リヨ ン,マ ルセ ーユ に は ドイ ッ人 労 働 者 の結 社 が存 在 して い た し,ス
イ スか ら追 放 され た ドイ ツ人 た ち は フ ラ ンスを横 切 ってzカ レーな どか らイギ
リスへ と渡 って いた し,ア メ リカへ移 民 す る ドイ ツ人 た ち,特 に西 南 ドイ ッの
ドイ ツ人 た ち はハ ンブル クで はな くル ア ー ヴル か らア メ リカへ と出港 して い た
し,1848年 革 命が 失 敗 す る と と もに ドイ ッを追 わ れ た ドイ ツ人 た ち は,ド イ ッ
国境 沿 い の 東 フ ラ ンスや パ リへ の居 住 を拒 否 され,ブ ル ター一ニ ュ,ボ ル ドー付
近,マ ル セ ー一ユ まで の 西 南 フ ラ ンスへ の居 住 を 強 制 され る こ とに な っ た り し
て,ド イ ツ人 の 西南 地域 との関 わ りは,実 際 の居住 人 口 は別 に して,追 放,移
民,開 拓 な どに と って は重 要 な地 点 で あ った。
本稿 は,こ う した パ リを越 え て,も っ と西,南 へ進 ん だ ドイ ッ人 の状 態 を追
求 す るっ も りで あ る。 西 へ進 ん だ ドイッ人 は,当 然 居 住地 を見 っ け られ な け
れ ば,大 西洋 に 出 る ことに な る。 人 西洋 に出 た ドイ ツ人 た ち を待 つ もの は,ア
メ リカか9イ ギ リスで あ る。 イ ギ リスに渡 る もの は,イ ギ リス経 由 で ア メ リカ
に渡 る ものか,イ ギ リスで職 探 しを す る もの か,フ ラ ン ス,あ るい は フ ラ ンス
を通 って イギ リスへ追 放 され る もの で あ った。 特 に,フ ラ ン スか らイギ リスに
追 放 され る場 合 は,カ レー の港 が 多 く,多 くの ドイ ツ人 亡 命者 が この道 を通 っ
て い る。 こ こで は スイ スを追 放 され て イ ギ リスに渡 る人 々 を調 査す るこ とにす
るが,こ の流 れ は,ド イ ッ人 亡命 者 の運 動 の中 心 が イギ リスへ と徐 々 に移 って
行 く過 程 を示 して い て9ス イ スで の ドイ ツ人 の運動 と,フ ラ ン ス,イ ギ リス と
の関 係 を知 るLの 大 きな キ ー ポイ ン トとな ろ う。マ ル ク ス も,1849年 に パ リか
らブ ロー ニ ュ経 由で イ ギ リスへ と亡 命 す るが,そ の時 の マ ル ク スも先 人 の轍 を
踏 ん で い る。 これ らの 問題 を取 り扱 うの が,「(上)フ ラ ンス経 由で スイ スを追
放 され た ドイ ツ人 の ル ー ト」 体 稿)で あ る。
ア メ リカ へ渡 る もの は,ル ア ー ヴル の港 か ら出港 す る ことに な る。 ドイ ツ人
の ア メ リカ へ の移民 は,ハ ンブル ク,ブ レー メ ンや,イ ギ リス経 由 もい たが,
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ル ア ー ヴ ルか らア メ リカへ 行 く もの の数 も多 くいた。 こ う した ドイ ッ人 は,ド
イ ッ人 の悲 惨 な運命 を フ ラ ンス人 に刻 印す る と と もに,ド イ ッ人 の政 治 運動 の
将 来 を ア メ リカへ求 め る動 きの一 っ ともな る。 この ドイ ッ人移 民 の多 くは・ パ
リや 東 フ ラ ン スに い た ドイ ッ人労 働 者 と ちが って,ず っ と貧 しい人 々で,当 時
の亡 命 者 の運 動 か らも漏 れ て い る人 々で あ る。 しか し,ア メ リカで の 亡命 者 に
よ る労 働運 動 を考 え るため に も,彼 らの追跡 は重 要 で あ ろ う。実 は マル ク ス も,
パ リにい た1849年 ア メ リカへ の移民 を 考 えて い る。 これ らの問 題 は,「(中)フ
ラ ンス経 巾で ア メ リカへ渡 った ドイ ッ人 」(次 稿)で 取 り扱 わ れ る。
1849年 の 革命 の失 敗 以 後,多 くの ドイ ツ人 が フ ラ ンスにや って くる ことに な
るが,フ ラ ン ス政 府 が,危 険 人物 を東 フ ラ ンスや,パ リに居住 させ た くな い と
い う考 え か ら,ド イ ツ人亡 命 者 は,西 南 フ ラ ンスへ の 移住 を強要 され た。 マ ル
ク ス も1849年 ブ ル ター ニ ュの モ ル ビア ン県 へ の移 住 を求 め られ て い る。 こ っ
した ドイ ツ人 は,西 南 フ ラ ンスへ仕 事を求 めて進 ん で い った。彼 らは・ リヨ ンy
ボ ル ドー,マ ルセ ー ユ,さ らに は ア メ リカ,ア フ リカへ と進 ん で い く。 こ う し
た 人 々を追 う こと は,革 命 に失 敗 した人 々 の うち イギ リスへ行 か なか った もの
の実 態 を明 らか にす る こ とにな ろ う。 こ う した問 題 は,「(下)西 南 フ ラ ン ス(特
に1848年 革命以後)」(次 々稿)で 取 り扱 わ れ る こ とにな る。
(上)フ ラ ン ス経 由 で ス イ ス を 追 放 さ れ た ドイ ッ人 の ル ー ト
a)ス イ スの ドイ ツ人
ス イスに お け る急 進 的 ドイ ッ人 の活 動 が,フ ラ ンスにお け る ドイ ッ人 の活 動
と並 んで,初 期 の社 会 主 義思 想 の形成 及 び そ の労 働 者 へ の普 及 に果 た した役 割
は,過 大 に評価 して も評 価 しす ぎ る こと はな いで あ ろ う。 しか し,マ ル ク スの
い わ ゆ る三 っの 源泉(フ ランス社会4義,ド イツ観念論哲学,イ ギ リス経済学)の 巾
に スイ スが登 場 しな い ことか らsス イ スにお け る社 会 屯義 思 想 の研 究 は活 発 で
はな い。 しか もyマ ル ク スの フ ラ ンス社 会 ヤ義 を め ぐる研 究 の 中 にす ら登場 し
な いの で あ る。 スイ スで の活動 の多 くが,ス イ スで の み行 わ れ た の で はな く,
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マ ッチ ー二 の 「青年 ヨー ロ ッパ」 を 中心 とす る国 際 交 流
,と りわ け フ ラ ンス と
の交流 で形成 され て い った こ とを考 え る と,ス イ スで の研 究 が,と りわ け軽視
くり
され て い る こ とは不 自然 で あ る。 しか も,ス イ スにお け る労 働運 動 の ヴ ェテ ラ
ンで あ る・ シ ャパ ーや ヴ ァイ ト リン クは,の ち に マ ル ク スや エ ンゲ ル ス と ブ
リュ ッセル の 共産 主義 者 同 盟 の 覇権 争 い をす るわ けで あ りTそ の内 容,さ らに
「共産 党 宣 言』の正確 な位 置 づ けを知 る上 で も,ス イ スで の運 動 の盛衰 は重要 な
研 究 課題 と言わ ね ば な らな い。 スイ スで の運動 は,1834年 か ら1836年 の追 放
に よ る弾 圧政 策,さ らに,そ の後1843-45年 の弾圧 政 策 が 大 きな影 響 を もた ら
して い る。 この弾 圧 に よ って,ヴ ァイ ト リン クを初 め,多 くの重 要 人 物 が イギ
リスへ 行 か ざ るを え な くな り,イ ギ リスが ドイ ツ人 の 亡命 者運 動 の中心 に変 わ
る こ とにな る。1848年 革 命 以後 は,完 全 に ドイツ人 の亡 命者 運 動 の 巾心 は,ロ
ン ドンに移 る ことに な る。 そ の契 機 をつ くった のが,そ もそ も スイ スに よ る ド
イ ツ人 の追放 政 策 で あ った。
ス イスで の ドイ ツ人 の運 動 は,正 確 に 言え ば,各 州(Kanton)レ ヴ ェルで少 し
づ っ拡 大 して きた もの で,逆 にそ う した こ とが スイ スの統 一 議 会 に よ る団 結 を
強 め,追 放 政 策 を まね くこと にな ったが,し か し州 に よ る セ権 は,ド イ ッ人 亡
命 者 に どの州 が法 的 に 甘 い地 域 か を知 らせ,自 然 と団結 を生 む ことに もな る。
ドイ ッ人 の運 動 は」 青年 ドイ ッ」か ら始 ま るが,こ れ は,マ ッチ ー一二(Mazzini,
G)(180572)を 中心 とす る国 際連 合 組織 「青 年 ヨー ロ ッパ」にっ な が って お り
,
ポー ラ ン ド人,ス イ ス人,イ タ リア人 を巻 き込 ん で い た。 この点 で,知 識 人 に
よ る国 際組 織 で,の ち に形成 され,結 局 頓座 す る共 産 主義 者 同盟 の先 駆 け で も
あ った。 こ う した国 際 性が,フ ラ ンス政府,オ ー ス トリア政 府 プ ロ イセ ン政
府 の恐 怖 を誘 い,ス イ スへ の圧 力 を生 み 出 し,ス イ スの立場 を苦 しい もの とす
る ことに な る。青 年 ドイ ッは,中 で も大 きな組 織 で,追 放 の最 大 の対象 とな る。
青年 ドイ ッに関 す る追 放 の ピー クは1836年 夏 で あ る。この追 放 は,ま ず第 一
に スイ ス連 邦 の結 束 を強 め る結 果 とな った とい う点,第 二 に は フ ラ ン スを通 過
して イギ リスへ とい うパ ター ンを作 った点,第 三 に ドイ ッ人 亡命 者 たち の運 動
が 次第 に急進 化 し,社 会 主義 運 動 へ と接近 した点 に お いて非 常 に興 味 あ る追 放
(168) 1840年 代 フラ ンスにおける ドイッ人人ロの動態(3>5
で あ る。 この3つ の 問題 を分析 し,フ ラ ンス にお け る追 放 され た ドイッ人 を詳
し く知 る こ とが,本 稿 の課 題 で あ る。
1)青 年 ドイツ
マ_ル(Marr,W.)(1819-19・4)はrス イ ス に お け る青 年 ドイ ツ』 の 冒 頭 で 語
る.rか に この 国 は 美 しい.地 上d)パ ラ 列 スで あ る・そ の た め ドイ ツ の 犬1吏
で あ る..もi遍 歴 職 人 が ス イ ス へ 渡 る こ と を禁ILし た の で あ る」[B,19,S.1]。
こ の マ_ル の 言葉 に示 され る よ う に,ド イ ツ人 た ち は,1830年 代 特 に ス イ ス の
大 地 へ 亡 命 す る こ と を好 ん だ 。 そ れ は 「ス イ ス の 人民 の 多 くは,庇 護 権 を た え
ず 高 く評 価 しYし ば しば 自 由 ア ル プ ス の 地 を ヨー ロ ッパ の 自 由 の 中 央 部 で あ る
と 考 え て い た 」[B,32,s.19iか らで あ り,ド イ ツ 入 は そ の庇 護 権 を利 用 す る こ と
が で き た の で あ る。
ス イ ス ヘ ドイ ッ人 が 流 れ た の は,ブ ル シ ェ ン シ ャ フ トの 崩 壊 以 後 で あ る。
フ ォー レ ン(F。llen,A.)(1794-55)は,バ ー ゼ ル 大 学 の 講 師 とな り・ そ こか ら政
治 同 盟 の 復 興 を 考 え た が,そ れ は1830年 以 前 の ドイ ッ 人 の ス イ ス で の 活 動 の
最 初 で あ っ た[B,28,S.81。 こ う した 時 代 の メ ンバ ー は,ス イ ス で 大 学 が で き
署 につ れ て大学 教 師 と して,ス イ スで 知 的影 響 力を もって くる・亡命知 識 人 は・
占語 の違 う フ ラ ン ス圏 は 別 と して,ド イ ッ圏 で は知 的 生 活 の営 み を 亡 命 前 と同
じ様 に 行 う こ とが で き た 。
1830年7月 革 命 以 後 ドイ ッ で は,各 地 で 蜂 起 が 起 き る。 有 名 な ハ ンバ ッハ 祭
か ら,ド レ ス デ ン,ゲ ッ チ ンゲ ン,フ ラ ン ク フ ル トで の 蜂 起 は多 くの 亡 命 者 を
生 ん だ[B,28,S.1・].ゲ ソチ ンゲ ンか ら は,ラ ウ シ ェ ン プ ラ ー ト(Rauschenplatt)
(1808-6513>が1831年1月5日 の 蜂 起 の失 敗 で,ス トラ ス ブ ー ル を経 て,ス イ ス
の バ ー ゼ ル に や って く る。 ま た,1833年4月 の フ ラ ン ク フ ル トの 蜂 起 で は ブ ラ
イ デ ン シ ュ タ イ ン(Breidenstein)兄 弟 が ベ ル ンに や って く る[B,29,S.66ユ 。 彼
ら は,ス イ ス の知 識 人 を 中 心 に ドイ ツ 共 和 制 成 立 の た め の組 織 づ く りを お こな
う.そ れ が 青 年 ドイ ツ を つ く る こ と に な る.青 年 ドイ ツ と連 動 して い く組 織 が
職 人 の 組 織 で あ る。
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ドイ ッ人 職 人 の ス イ ス で の 仕 事 は
,フ ラ ン スに お け る と同 様,仕 立 屋 ,靴 職
人 ・ 家 購 人 鍵 職 人s塗 装 職 人 ,製 本 職 人,q」 刷 職 人 で あ っ た[B ,32,S.66]。
ドイ ツ人 職 人 の遍 歴 コ ー ス は,「 まず バ ー ゼ ル か ら入 り,チ ュ ー リ ヒ,そ して ベ
ル ン,ロ ー ザ ン ヌ,ジ ュ ネ ー ヴ と い う コ ー ス で あ る。 一一一彼 ら は マ ル セ ー ユ あ
る い は リ ヨ ンか らパ リ・ ス トラ ス ブ ー ル を通 っ て 戻 って く る」(1847孟f三1月12[]
スイ スの フランス大使 の報告[B ,39,S.83])。 職 人 た ち はs最 初 は非 政 治 的 組 織 で あ
る読 書 ク ラ ブ・ 歌 唱 ク ラ ブを つ く り
,そ こで 新 聞 や 雑 誌 を 購 入 した り講 演
を 行 っ た り した。 本 来 ス イ スの職 人 組 織 は
,互 助 組 合 的 性 格 が 強 く,青 年 ドイ
ッ ほ ど急 進 的 で は な か った。 しか し
,青 年 ドイ ッ派 が あ い っ ぐ弾 圧 の 中 で 職 人
組 織 と の関 係 を っ け,ま た フ ラ ン ス の 追 放 者 同 盟 との 関 係 が 深 ま る に 連 れ て
,
組 織 は急 進 化 す る。 しか し,パ リで も最 初 知 識 人 が 引 っ張 っ た よ う に
,青 年 ド
イ ツ を 中心 に急 進 的 運 動 は展 開 す る
。
青年 ドイ ツ 俵1参 照)は ・ マ ッチ ー 二 の 青 年 ヨ ー ・ ッ・¥U動 に 呼 応 して で き
た 織 で あ っ た・ 青 年 ヨー ッパ は
,サ ヴ ォ ア事 件 の 後 の4月15日 ベ ル ンで ,
ドイ ツ人5人 ・ イ タ リア人7人 ,ポ ー ラ ン ド人5人 の 代 表 に よ っ て 作 られ た[B ,
13・S・49]。 こ の組 織 は・ ヨー ロ ッパ に 共 和 制 国 家 を つ く る た め の 協 力 組 織 で あ
り,青 年 ドイ ッ の 中 心 は,ブ ル シ ェ ン シ ャ フ ト運 動 で活 躍 した 人 物 で
,ブ ラ イ
デ ン シ ュ タイ ン兄 弟 ・ シ ュ トロ ー マ イ ヤ ー(Stxohmeyez-
,F.),バ ル ト(Barth,K.
Th・)・ フ ァ イ ン(Fein ・G・)(1803-69),ラ ウ シ ュ ン プ ラ ー ト
,コ ン ブ ス ト
(Kombst)・ ハ ・ 一 ・ハ リ ン ク(Harr・-Hawing)(179fi -187・)
,ぺ 夕 一 ス(Peters,),
ス ク リー バ(Scriba)(の ちに シ ャパ ー も加 わ る)な ど で あ
っ た。青 年 ドイ ツ に入 っ
て い た ドイ ツ 人 の 人 数 は明 確 で は な い
。
ス イ ス に い る ドイ ッ人 人 口 に っ い て は
,す で に述 べ た が[B,44,上,p,29ff],
1836年 と い う限 定 で,特 に 急 進 的 組 織 に参 加 して い た と思 わ れ る ドイ ッ 人 の 人
口 を み る と,次 の よ うな 状 況 で あ っ た
。 ま ず 急 進 的 組 織 に 参 加 しえ る外 国 人 の
数 を 出 そ う。 当 時 の ス イ ス全 体 の 人 口 は2 ,i30,000人 で,そ の う ち外 国 人 の 人
口 は53,896人 で,約2,5%で あ っ た(β 観c配467κo栩 厩ss加 αη42召 丁αgs破
纏g
l837)[B,17,S.140]。 そ の う ち チ ュ ー・リ ッ ヒ地 区 に は6
,366人 の 外 国 人 が い て,
C16fi)
1840年 代 フラ ンスにおける ドイッ人人口の動態(3)7
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(イ ルゼ報告書 に掲載 されて いるもの○印)臨
そ の うち20-40才 まで の男 子 外国 人 労 働 者が3,925人 で あ る。そ の当時 警察
に よ って チ ュー リッ ヒ地 区 で追 放 も し くは逮 捕 され た急 進 的 な人 々 の数 は約
300人 で あ る。す なわ ち活 動 的 な外 国 人労 働 者 の うちの8%で あ る。その割 合 で
全 体 をみ る と,53,896人 の8%で4…-5… 人 とい うこ とにな り話 動 的 な組
織 こ入 り得 る人 ・が この数 字 とい うこ とに な る・ もち ろん地 域 に よる片 よ り力弍
あ るので,こ の数字 は実 際 に は少 な くな るで あ ろ う・ 次 に その うちの ドイ ッ人
の数 を 出 して み る。 チ ュ ー リッ ヒの ドイツ人 の数 はZOOO-3000人 で あ るの で,
ドイ ッ人 の活 動 的 男子 人 口 は,そ の3分 の2と して約X400--2000人 とな り,そ
の8%が 急 進 的人 口 と 言 う こ とにな れ ば,100-一 一160人 く らい とい う こ とに な ろ
う.ス イ ス全 体 で は,ド イ ッ人 の数 は1・,… か ら2・,… 人 の間 で あ り・ 同 じ
要領 で7…-14… 人 く らい の活 動 的 男 子 人 ・・ そ して そ の8%・500人 力aら
1200人 急進 的組 織 の人 口 が 出て くる。 しか し,チ ュー リ ッヒは と りわ け急 進 運
動 の中心 で あ る とい う ことを差 し引 くと,500人 以 下 とい うの が実 態 で あ ろ う。
しか しaこ の数 は け っ して少 な い数 で はな い。
2)サ ヴォアへの進軍
ス イ スの庇護 権 を頼 りに した ドイ ツ人 た ちに大 きな打 撃 を与 え たの はサ ウ ォ
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ア(Savoie)進 軍 事件 で あ る。この事件 を皮 切 りに スイ ス政 府 は危 険 な外 国 人 を
追 放 す る ことに踏 み切 る。 す で に ス イ スに 亡命 した ドイ ッ人 た ち は危 険 な ドイ
ツ人 で は あ ったがTス イ ス の独 立 と庇 護 権 の 中 で本 国 か らの 追 求 を免 れ て い
た。 しか し,1834年 のサ ヴ ォ ア事 件 は,亡 命 者 の庇 護権 に大 きな影 響 を与 え る
事 件 とな る・ も っ と も この 制 物rll心 は ドイ ツ人 で は な く,ポ ー ラ ン ド人 で
あ った。
ポ 　 ラ ン ドを追 わ れ た ポ ー ラ ン ド人 が フ ラ ンスに庇 護 権 を求 め て き た こ と
はSす で に 蒔及 した が[3 ,44,上,p,261彼 らは各 地 域 に分 散 し,フ ラ ンス政 府 の
保 護 を受 けて いた。 しか し,彼 らの多 くは軍 人 で あ りr祖 国 の 独ljに 燃 え る も
の で あ った ため・ そ う した生 活 に満 足 して は いなか った。特 に東 に あ った収 容
所 で は・ ドイ ツで起 こ りつ っ あ る不 穏 な動 きを感 じなが ら,そ の運 動 に参 加 す
る覚 悟 を固 めつ っ あ った・18334考 三3月 初 め 頃,ブ ザ ンソ ンの収 容 所1こさ ま ざ ま
囎 が広 ま っ た・ この うわ さは・ ドイ ッを中心 と して ヨ噌 ッパ で 大 きな革 命
が起 こる とい う もの で あ った[B ,27,S.3]。 そ こで ポ ー ラ ン ド人 たち は,ド イ ッ人
革命 家 を救 お うと考 え る。1832年 か ら ドイ ツ人 は,ブ ザ ンソ ンの ポ ー ラ ン ド.
カル ボ ナ リ党 との関係 を も って お り,そ れ が もとで ポー ラ ン ド人 の スイ スへ の
進 軍 が計 画 され た・ 計 画 の実行 に あ た り,偵 察 隊 が シュ トゥ ッ トガノレトに派 遣
され たが,何 も起 こ って お らず,さ らに フ ラ ン クフル トへ3人 が派 遣 され た。
フ ラ ンク フル トの蜂 起 を受 けて,ポ ー ラ ン ド人 は計 画 の実行 を図 る。
4月7日 に ブザ ンソ ン近 くの村 で ミサ を行 い,オ ボ ル スキ ー(Oborski)が 「全
ドイ ッは蜂 起 の用 意 を して い る。 彼 らを助 け に行 くのが ポー ラ ン ド人の義 務 で
あ ろ う」[B・27・S・3]と演 説 を しtス イス国境 に向 け て出発 す る ことに な る
。 ブザ
ンソ ンに は・ この知 らせ を受 けて フ ラ ンス各地 の ポ ー ラ ン ド人 が 集 ま
って 来 て
いたが ・ 彼 らは… 団 とな って進 む。 もちろん こ う した集結 に ブザ ンソ ンの市 民
も驚 き一 ゆ 警 察 はそ の軍 勢 を見 て,軍 の 出動 を要 請 した.ポ ー ラ ン 暉 団 よ
数 百人 とい う数 で あ った ため1フ ラ ン スと スイ ス との園境 の村 グーモ ワ(Gou -
rnois)で もそ の進 軍 を とめ る こ と も,問 いた だ す こと もで きなか った。 この こ
と は ス イ ス側 も同 じで あ っ た。4月9日 に シ ョ ー ・デ ・フ ォ ン(C:hauxdes
(164) 1840年 代 フランスにおける ドイツ人人 口の動態{3}9
Fonds)の 北20キ ロの セ ネ レジエ(Saignelegier)村 に到 達 す るが,抵 抗 のす べ
はな か った。 そ の時 に数 え られ た 人数 で は 「380人 」[B,27,S.6ユ で あ った。 しか
し,そ の と き,フ ラ ンク フル トの蜂 起 の失敗 を知 り,も はや援軍 の必 要性 が な
い こ とを知 る.し か し もはや フ ラ ンス軍 が フラ ンス側 国境 に到 達 し 戻 る こ
とは祠 能 とな って いた し,ス イ ス も軍 を 出動 し,彼 らの行 動 艦 視 す る{本制
が で きあが って しま って いた.そ れ1まか りか,バ ー デ ンば 軽 スイ スr競 へ 差
し向 け,そ の 隣 の ヴ ュル テ ンベ ル ク も国 境 を固 あっ っ あ り,完 全 に動 きを1ヒめ
くの
られ て し ま っ て い たC,
しか し,ス イ ス は庇 護 権 を も っ て お り,亡 命 者 を む げ に 断 わ る わ け に は い か
な い 国 で あ っ た。 そ の た め,彼 らを 追 放 す る こ と は で き ず,経 済 的 支援 の約 束
な く,ベ ル ン地 域 へ 限 定 して 居住 を許 可 せ ざ る を え な くな る。 ベ ル ン政 府 は,
ポ ー ラ ン ド人 を フ ラ ン スへ 帰 還 さ せ よ う と す るが,フ ラ ン ス政 府 は これ 以 上 危
険 な 亡 命 者 を 受 け 入 れ る こ と はで きな い と は ね っ け る[B,27,S.15]。 フ ラ ン ス はy
国 境 を 閉 め,ド ゥー ブ県 や ブ ザ ン ソ ン に残 っ て い る ポ ー ラ ン ド人 を 西 の カ ー ン
(Caen)や サ ン ・ブ リ ィユ ー(Saint-Brieuc)に 移 住 さ せ る こ と に す る。 そ こで,
ベ ル ン政 府 は フ ラ ン ス外 務 省 と折 衝 す る が,フ ラ ン ス政 府 は,彼 らが ベ ル ギ ー
を 通 って オ ラ ン ダへ 渡 り,そ こか らア メ ・1カへ 行 く な ら・ そ の 費 用 は1土1して も
い い と言 って く る[B,27,S.171.し か し,ポ ー ラ ン ド人 は ア メ リカ へ 連 れ て 行 か
れ る こ と は望 ん で お らず,こ れ を 拒 否 す る こ と に な る。 結 局,ス イ ス は ポ ー ラ
ン ド人 危 険 分 子 を ス イ ス に残 さ ざ る を え な くな る。 ベ ル ン政 府 は一 定 の 援 助 金
を 与 え,列 強 か ら恐 れ られ る危 険 分 子 を 内 部 に 残 す こ と に な って しま った 。
こ の ス イ スに 残 っ た ポ ー ラ ン ド人 は,や が て ドイ ツ人 や イ タ リア 人 の 影 響 を
受 け,サ ヴ ォ ア進 軍 の 原 因 とな る。 ス イ ス は この 問 題 で 列 強 諸 国 か ら厳 しい政
策 を 迫 られ る こ と に な る が,逆 に 中 、`rを守 り,ス イ ス 全 体 の 意 見 の 一 致 と結 束
を 図 る チ ャ ン ス に もな る。
サ ヴ ォア へ の 進 軍 は,1834年2月 に 始 ま っ た 。 そ の 中 心 は マ ッチ ー 二 で あ る
が,中 核 を 担 っ た の が9こ の ポ ー ラ ン ド人 亡命 者,イ タ リア 入 亡命 者,ド イ ツ
人 亡 命 者,フ ラ ン ス人 亡 命 者 で あ っ た 。 室力 は1あ く ま で も ポ ー ラ ン ド人 で
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あ っ た 。計 画 は,ス イ ス か らの ポ ー ラ ン ド人 を 中 心 とす る軍 団 と(ド ィ ッ人 は ラ
ウ シ ェ ンプ ラー ト他22名) ,フ ラ ン ス 側 か ら の イ タ リア 人 を 中 心 と した 軍 団 を
ジ ュ ネ ー ヴ近 くで 合 流 し,サ ル デ ィ ニ ア の ア ヌ マ ス(Annemasse)に 向 か い
,武
装 蜂 起 を行 い,サ ヴ ォ ア を 独 立 に導 く と い う もの で あ っ た
。 しか し,当 局 の 監
視 も あ り・ 兵 力 は 充 分 で は な い ま ま,ア ヌ マ ス まで 行 き
,や が て ジ ュ ネ_ヴ へ
撤 退 す る こ と に な る[B,17,SS.193-200]。 こ の とん だ 革 命 騒 ぎ は
,ス イ ス政 府 の
亡 命 者 追 放 の 格 好 の 材 料 と な る。 ス イ ス政 府 は
,庇 護 権 を 使 って 武 装 蜂 起 に 参
加 した ポ ー ラ ン ド人,ド イ ッ人,イ タ リア人 を追 放 す る こ と に な る の で あ る
。
b)ス イ スか らの追 放 とフ ラ ン ス,そ して 列 強
1)ス イスとフランス政府,そ して列強
1.列 強 との関 係
ウ ィー ン会 議 以 後 に出 来 」ヒが った ヨー ロ ッパ体 制 の 中 で
,ス イ スの 中 立性
は・ 列強 の一種 の緩 衝地 帯 を な して いた。 フ ラ ンスに対 す る,ド イ ツ連 邦Tプ
ロイセ ン,オ ー ス トリア との緩衝 地 帯 こそ スイ スで あ った。 ま さに この中1こ
そ・ スイ スの強 さで あ る と同 時 に弱 さで もあ った[B ,28,S.2].だ か ら1830年 代
の ル イ ・フ ィ リップの政 策 は,ス イ スの この中 、笠性 を 自 らの方 に有利 に展 開 す
べ く,親 密 な関 係 を持 っ こ とで あ った
。対 ドイ ツに対 して は}ド イ ッの 国家 を
危 険 に陥 れ る急進 分 子 をむ しろ フ ラ ンス は歓 迎 した し,列 強 か ら弾 き出 され た
ポ ー ラ ン ド人 もそ うい う流 れ で は歓 迎 して い た
。 しか し,急 進 的運 動 そ の もの
を保 護 して いた わ けで はな く,む しろ警戒 して いた。 フ ラ ンス政 府 は,後 に ベ
ルギ ー 大使 と な りマ ル ク ス等 の動 きを 監視 す る こ とに な る リ
ュ ミニ ー(Rum-
igny・M.H.)(1784-1871)公 を フ ラ ン ス 縷 と し て1831年7ナ124日 ス イ ス 連 邦
議 会 の 中 心 ベ ル ン に送 る[B,4,p.18])。
ス イ ス は,い わ ゆ る国 家 で は な か った
。1815年 の 連 邦 法 は,州 政 府 を 統 一 す
る 主権 国 家 の 連 合 契 約 と い う形 で ス イ ス国 家 を 作 っ て い た だ け で あ っ た[B
,4,
p.55]。 各 州(Kaman)1ま,そ れ ぞ れ1票 の 投 票 権 を も って お り
,「 連 邦 議 会 は執
行 機 関 で も,決 定 機 関 で もな く」[B,4,p.56],意 見 が ま と ま らな い と き は
,チ ュ ー
(162) 1840年 代 フラ ンスにおけ る ドイ ッ人人 口の動態(3)11
リッ ヒ,ベ ル ン,ル ッ ェル ンな ど1こ任 され る とい った弱 い組 織 で あ っナこ・ あ く
まで も,州 に権 限 が あ ったの で あ る。
フラ ンス とス イ スとの関 係 は,い くつ か の間題 を境 に悪化 して い く。 第一 に
宗 教 問題 第 二 にサ ヴ ォア問 題 第 ヨ こコ ンセ … ユ事 件 ・ 期 に ドイ ツ人急 進
派 と国 王暗殺 未遂 との関 係,第 五 に ル イ ・ナ ポ レオ ン問題 で あ る。
最 初 の問 題 は,宗 教 問題 で あ る.1832年 州 政 府 と 力 団 ック・到教 との対 立が
そ れで あ る。 この問題 は,ケ ル ン教 会闘 争 を含 む一 連 の で き ごとの一 っ で,宗
教 と政 治 権 との 問 題 で あ った。 ア ル ゴ ヴ ィ(Arg・vie)の 司 教 シ ュ トッ クマ ン
(Stockmann,J.)は,ド イ ッ人 の結 婚 に は ローマ の許 口∫が必 要 で あ る とい う命 令
を出 し,ス イ スで の結 婚 を拒 否 した[B,4,p.248f]・ ドイ ツ人 は・ この目罰題 は教 会
の問題 で は な く政 治 の問題 で あ ると して,州 政 府 に行 き・ 州法 で認 め る よ う要
求 した。 この問 題 は,カ トリック勢 力 の強 い フ ラ ンスの 外交 政 策 に暗 い陰 を落
とす こ とに な る。
1834年 の サ ヴ ォア問題 は,フ ラ ンスか ら出て 行 った ポ ー ラ ン ド人が・ フ ラ ン
ス領 か らサ ル デ ィニ アへ攻 め込 ん だ事 件 で あ り,サ ル デ ィニア と フラ ンス との
関 係 だ けで な く,ス イ ス との関 係 で も微妙 な影 響 を与 え る こと にな ったの で あ
る。 そ の理 由 は,フ ラ ンスは ポー ラ ン ド人 を イギ リスへ送 りたか った に もか か
わ らず,ス イ スが それ を拒 否 した こ とに あ った。 そ もそ もス イ スの庇 護 権 が,
事件 を複雑 に して い たか らで あ る。 フ ラ ンス政 府 は・ ポー ラ ン ド人 を含 め た外
国 人 を フ ラ ンスを通過 させ て,イ ギ リス,ア メ リカに送 る ことを ス イ ス政府 に
働 きか け る こ とにな る。 しか し,ス イ ス政府 に は 自治 権 が あ るわ けで あ り・ あ
くまで も決 定 権 は ス イ ス諸 州 にあ った。
コ ンセ ーユ(Consei!事 件 は,フ ラ ンス政 府 の スイ スで の諜報 活 動 に関 係 す
る事 件 で あ る。 この事 件 は,ド イ ッ人 等 の追 放 が行 わ れて いた時 期 の1836年7
月 の こ とで あ った。 この事 件 は,1836年7月28日 の ル イ ・ブイ リップ暗殺 未
遂 事 件 で あ る フ ィエ シ(Fieschi)事 件 の関 係者 で あ る コ ンセ ーユ が,警 察 の命
を受 け,ス イ スに潜 入 し,ド イ ツ人 な どの急進 的活 動 の調 査 を行 った とい う事
件 で あ った。ベ ル ン駐在 の 大使 モ ンベ ロ(Montbello,N.-A.)(1801…74)は,テ ィ
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エ ー ル よ りyコ ンセ ー ユ な る人 物 が
,ナ ポ レオ ン ・シ ェ リ(Cheli)と い う名 で ス
イ スへ の 旅 券 を と り,ス イ スで 逮 捕 さ れ
,ス イ ス政 府 が 彼 を フ ラ ン ス の スパ イ
だ と考 え て い る と い う知 らせ を受 け た[B
,4,p.364.コ ンセ ー ユ は フ ィ エ シ事 件
で は イ タ リア人sス ペ イ ン軍 の 軍 曹 で あ る と な っ て い る がIA
,1,c〕,ス イ ス 側 に
よ る と・ 医 学 生 の コ ンセ ー ユ が ベ ル ン警 察 に現 れ
,政 治 亡 命 者 と して ベ ル ンへ
の滞 在 の 許 可 を 求 め た[B ,16,SS.1H4]と い う こ と で あ っ た。 しか し
,ベ ル ン警
察 は これ を 拒 否 す る。彼 の そ の後 の 行 動 は,1836年 イ ギ リス へ 追 放 に な る イ タ
リァ 人 の メ タハ(Metaxa)に 近 付 き ,さ らに は ヌ シ ャ テ ル,ポ ン タ ル リエ,ブ ザ
ン ソ ンへ 行 き,今 度 は ピ エ ー ル ・コ レ リ(PierreCoreli)と い うパ ス ポ ー トに 変
え る。 ベ ル ンの警 察 は,こ の 人 物 の 不 信 な 行 動 に注 目 し
,逮 捕 して 吐 か せ る こ
と に成 功 す る。 そ の 結 果,彼 が フ ラ ンス 政 府 が ス イ ス に送 り込 ん だ スパ イ で あ
りt任 務 は ラ ウ シ ェ ン プ ラ ー ト,ル フ ィー 二 兄 弟 等 スイ スで 活 躍 す る外 国 人 の
監 視 で あ っ た こ と が 判 明 す る[B,4 ,p.365〕 。 ス イ ス は,フ ラ ン ス に強 い抗 議 を 行
う。 ベ ル ン大 使 モ ンベ ロ は,こ れ を 否 定 し,ス イ ス 人 が フ ラ ン スへ 入 る こ と を
禁 止す る処 置 を 内 務 省 に 要 求 す るが,内 務 省 は1.1場 上 窮 地 に 陥 り
,結 局 実 行 で
き な か っ た。 ス イ スの 中 央 警 察 は,こ れ を最 大 の 成 果 で あ る と喧 伝 し,ス イ ス
の 中 、γ性 を 誇 る こ と に な る。 この 問 題 は
,フ ラ ン ス政 府 と ス イ ス と の 関 係 を 微
妙 な もの に して し ま っ た 。
ル イ'ナ ポ レ オ ン問 題 は
,外 国 人 急 進 派 の 事 件 とす こ し趣 を 異 に す るが ,ス
イ ス,フ ラ ン スを 舞 台 と し,ル イ ・フ ィ リ ッ プ政 府
,ス イ ス政 府 を 悩 ま せ た 事
件 で あ った 。 この 事 件 は ドイ ッ 人 等 の 追 放 の 直 後 に 始 ま っ た
。 ル イ ・ナ ポ レオ
ン は,1836年10月30目 に ス トラ ス ブ ー ル で 蜂 起 を して
,失 敗 す る。 彼 は,母
の オ ラ ン ダ王 女 が ス イ ス に ⊥ 地 を 買 って い た お か げ で
,ス イ ス か らバ ー デ ンを
経 由 して ス トラ ス ブ ー ル へ 侵 入 して い た 。 ル イ ・フ ィ リ ッ プ は
,フ ラ ン ス に お
け る ナ ポ レオ ン派 の 力 を 考 慮 して16000フ ラ ン もの金 を 与 え
,ロ リア ン(L。r-
ient)か ら ア メ リカ 合 衆 国 へ 追 放 す る と い う寛 大 な 処 置 を と る[B
,ユ6ss.19-39]。
と こ ろ が,ア メ リカ へ 渡 っ た ル イ ・ナ ポ レ オ ン が
}母 の 容 態 悪 化 に と も な い
1837年 暮 れ に スイ スへ 帰 って ,そ の ま ま ス イ ス に 住 み 着 く こ と に な って しま 一.
q6。)184・ 年代 フランスにお}ナる ドイツMl1の 動態(3)13
た の で あ る。 フ ラ ン ス大 使 モ ンベ ロ は,ス イ スへ の帰 国 は 許 可 して い な い と主
張 し,ス イ ス政 府 に追 放 ・RR求す る.そ の 根 拠 は彼 が フ ラ ン ス 人 で あ る と い う
もの で あ った.と こ ろ が,ス イ ス 政 府 は,こ う した フ ラ ン ス の行 為 を 越 権 行 為
と考 え 「ス イ ス が フ ラ ン スの 一 地 方 で は な く,独 祉 地 位 灘 持 し う る国 家 で
あ る こ と を 知 らせ る い い 時 期 で あ る」[B,4,P・468]と 搬 した ・8月IH」1こ
チ ュ_リ ッ ヒ の オ ー一バ ー シ ュ トラ ス(Oberstrauss)地 区 で は・ 彼 に 市 民 権 を 与
え る こ とを 決 定 し,ス イ ス 人 を 外 国 の 国 家 が 追 放 す る こ と は で き な い と ス イ ス
政 府 は答 え る。 そ れ に 対 して,フ ラ ンス政 府 は ル イ ・ナ ポ レ オ ンが ス イ ス と フ
ラ ン ス の二 重 国 籍 を持 っ て い る の が 問 題 で,そ の こ と が フ ラ ン ス の 平 和 を 脅 か
して い る と反 論 す る。 結 局,ル イ ・ナ ポ レ オ ンが イ ギ リス へ 行 く こ と に よ って
問 題 は 鰍 す る が,フ ラ ン ス政 府 と ス イ ス政 府 と の 間 に は 大 きな し こ りが 残 る
こ と に な る.や が て,ル イ ・ナ ポ レ オ ン1ま184・ 年8月 ブmニ ュ に 畢耳上陸 し・
蜂 起 を 行 うが,醸 失 敗 す る こ と に な るの で ・ こ の 時 の 問 題 は 大 き な失 策 と な
るn
オ ー一ス ト リア を含 む ドイ ッ語 圏 と ス イ ス との 関 係 も,1830年 代 は悪 化 の 一 途
を た ど る。 カ ー ル スバ ー トの 決 議 以 降 多 くの ドイ ッ人 が ス イ スに住 み 着 き,反
政 府 勢 力 を形 作 って お り,そ の こ と 自体 彼 ら に と って は 許 しが た い 状 態 で あ っ
た が,そ の後 フ ラ ン ク ル トの 蜂 起 に 関 連 した ポ ー ラ ン ド人 の ス イ ス へ の 進 軍 ・
さ らに そ れ に 関 連 した サ ヴ ォ ア へ の 進 軍 と い っ た 動 き は,ヨ ー ロ ッパ 青 年 同 盟
に よ る ヨー ロ ッパ の 共 和 化 と い う流 れ で,ド イ ッ語 圏 の権 力 者 を お び え さ せ て
い た 。 オ ー ス ト リ ア は,こ う し た 急 進 派 の 監 視 の た め に,1833年 マ イ ン ッ
(Mainz)情 報 局 を 設 置 す(7).こ れ は,執 行 骸 も っ 姻 家 警 察 で は な く・齢 餅J
謀.一;一 監 視 す る機 関 で あ り,そ の 懐 講 ま,す で に存 在 す る新 しいa.rr;・を追
跡 し,謀 議 の で き る だ け 完 全 な 像 と そ の秘 密 を 探 る こ と で あ った[B,13,S.72f]。
こ う した 監 視 は,他 の 国 で も行 って い た。 先 の フ ラ ン ス の コ ンセ ー ユ 事 件 だ け
で は な く,レ ッ シ ン グ(Lessing)の 事 件 が こ う した ス パ イ 活 動 を 表 に 出 す こ と
に な る。 特 に プ ロ イ セ ン大 使 フ ォ ン ・ロ ホ ウ(VonRochow)は1835年 か ら
1839年 ま で ベ ル ン大 使 を 勤 め る が,古 い タ イ プ の 人 間 で 徹 底 した 監 視 を お こ
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な った・ フ ラ ンス大 撰 と組 ん で,ド イ ツ人 の監視 は ス イ ス との関係 を悪 化 させ
て しま う[B,25qS.5]。
レ ッ シ ン グ 事件 は s1835年11月3-4日 に か け て レ ッ シ ン グ(Lessing
,L.)
(1812-35)と い う名 の ドイ ッ人 亡 命 者 で チ ュ ー リ ッ ヒ大 学 の学 生 が
,チ ュ ー リ ッ
ヒ郊 外 で 殺 害 さ れ た"lf・ で あ る[B ,4,pp.3・8-315.問 題 は,彼1ま ス.ぐ イ で あ っ た
た め・ 急 進 組 織 の 厳 し い 戒 律 に よ っ て 処 刑 さ れ た の で は な い か と い う こ と で
あ っ た。 チa`一 一リ ッ ヒ政 府 は 問 題 を 大 き く した くな か
っ た が,世 論 に 押 され て
調 査 せ ざ るを え な くな る。 こ の 事 件 は,ス イ ス滞 在 の急 進 派 が 治 外 法 権 を もっ
こ と に よ って ・ 武 装 化 しそ れ が 近 隣 諸 国 へ 不 安 を 与 え て い る と い う問 題 に発 展
す る。 プ ロ イ セ ン政 府 も,オ ー一 ス ト リア政 府 も当 然 と して そ う した 組 織 の追 放
を 要 求 す る。
ドイ ッ側 が も っ と も神 経 を 尖 らせ た の が ベ ル ン近 郊 の レ ス トラ ン ・シ ュ タ イ
ンヘ ル ッ リ(SLeinhoelzli)で 開 か れ た1834年7月7目 の 祭 典 で あ
っ た。 日曜 日
の 午 後2時 に150人 の ドイ ツ人 労 働 者 が そ こ に 集 合 し
,ド イ ッ の ナ々 和 制 化 を 求
め て ・ 公 然 と騒 い だ い う もの で あ った が
,オ ー ス ト リア政 府 と プ ロ イ セ ン政 府




メ ッテ ル ニ ヒは 当 初 ス イ ス で の 亡 命 者 の運 動 に さ ほ ど関 心 を も
っ て い な か っ
た よ うで あ るが,ベ ル ンの 大 使 ボ ンベ ル(BombellesL
.)(1780-1543)の 通 信 の
中 で,次 第 に 不 安 を 募 らせ て い く。 ボ ンベ ル は政 情 不 安 の 原 因 を 亡命 者 に転 嫁
し,ス イ ス は 「ヨ ー一ロ ッパ に と って の危 険 の 竃 」rB
,i7,S.39]で あ る と不 安 を 掻
き た て る。そ して,こ れ を 作 り出 す 原 因 こ そ18ユ5年 か らの 庇 護 権 と出 版 で あ る
と 考 え る こ と に な る[B,17,S.48]。 オ ー ス ト リア の 保 守 派 は
,ス イ ス に 亡 命 者 の
追 放 と 出 版 の 規 制 を 要 求 す る こ と に な る[B ,17,S.80]。1830年 代 の ベ ル ン と
ウ ィー ン との 往 復 文 書 の量 を 分 析 した レ ンハ ー一(LenKerr)は
,特 に1834年1月
か ら8月 が 多 く,そ の8割 は 亡 命 者 関 係 で あ っ た と述 べ て い る が[B
,17,SS.102
106,ま さ に こ の ス イ ス の 亡命 者 へ の 不 安 と
,そ れ に 対 す る政 策 が 増 え た こ と
を 物 語 って い る と い え る。 こ う した 不 安 が ス イ スへ の経 済 制 裁 と い う形 で 出 現
(158) 1840年 代 フランスにおける ドイツ人人口の動態{3}15
す る。
ス イ ス の 主 な 貿 易 国 は,イ ギ リスsア メ リカ 合 衆 国,サ ル デ ィニ ア,フ ラ ン
ス,オ ー ス ト リア,ド イ ツ諸 国 で あ っ た 。 そ の う ち サ ル デ ィニ ア,オ ー ス ト リ
ア,ド イ ッ 諸 国 が,経 済 制 裁 を 加 え る と い う の で あ る か ら,か な りの 打 撃 で
あ っ た[B,17,SS.305-33Qユ 。 た だ しか し,フ ラ ン ス側 国 境 が ま だ 開 い て お り,時
計,宝 石 な どの 輸 出 品 は,こ ち らを 通 って イ ギ リス,ア メ リカ へ 輸 出 さ れ た の
で 問 題 は な か っ た 。 フ ラ ンス は,独 自 の貿 易 保 護 を行 っ て い た が,オ ー ス ト リ
ア を 中 心 とす る ス イ ス締 め 出 しに 参 加 しな か っ た こ と に よ って,莫 大 な 利 益 を
得 る と と も に,ス イ ス に 利 す る こ と に もな っ た。 しか し,そ の ス イ ス も最 終 的
に は譲 歩 せ ざ る を え な くな る。 ス イ ス政 府 は,フ ラ ン ス,プ ロ イ セ ン,バ ー デ
く　　
ン,ヴ ュル テ ンベ ル ク,オ ー ス トリア の厳 しい要求 に対 して,毅 然 た る態度 で
庇 護 権 や 出版 の規 制 に対 して拒否 して きたが,結 局 は 「庇 護 権 の 乱用 」 とい う
部分 で 屈 せ ざ るを え な くな る。1836年8月6目 の州 議 会 の議 決 は,「1.州 か ら
許 可され た 亡命 を悪 用 し,ス イ スの国 内 にあ る平 和 と保 証,あ るい はLCIlr,人
権 を,そ の行 為 を通 じて危 険 にお と しいれ た 亡命 者 は,同 盟 都rl∫(V。rort)の 影
響 の もとに追 放 され ね ば な らな い。一一一この追放 は即 刻 行 わ れ ね ば な らな い。」
[B,16,S.9]「2条 一 個 々 の調 査 の権 利 は州 にあ り,州 は1条 の完遂 を そ の領域
で行 な う。州 は最 終 的 に は,同 盟 都 市 の 了解 を取 り付 けね ば な らな い。」「4条,
州 が以 上の規 定 によ って追 放 を義務 づ け られ た外 国 人 の追 放 を拒 否 し,怠 る場
合s同 盟 都 市 はそ れ を ス イ ス連 邦議 会 にか け,連 邦 決定 をす み や か に遂 行一一
しな けれ ば な らな い」[B,16,S.9]と い うもので あ った。 これ に よ って スイ スは,
亡 命者 を庇 護権 との矛 盾 な く追 放 す る こ とが で きる よ うに な る。
ii.追 放
穏 和 だ った ス イス政 府 が追 放 に踏 み 切 るの は,1834年 のサ ヴ ォア進 軍 事 件 が
そ の契 機 で あ った。 サ ヴ ォア事件 で は,青 年 ドイ ッ との関係 が明 白で あ った た
め,青 年 ドイ ッの 中心 に い た ブ ライデ ンシュ タイ ン兄弟,バ ル ト,ペ ー ター ス,
ゾル ダ ンが追放 の対 象 とな った(表2参 照)。 しか しtこ の時 の追 放 は徹 底 した
もので はなか った。 ブ ラ イデ ンシ ュ タイ ンの よ うに フ ラ ンスを通 過 し,ア メ リ
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表2
名 前
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(イ ルゼ報告 書に掲載 されている もの○ 印)
カ へ と行 く も の もい た が,各 地 を 転 々 と し,結 局 ス イ ス国 内 に留 ま っ た もの も
い た 。 フ ラ ン スへ 向 か っ た も の は,ベ ル フ ォ ー ル か ら ヴ ズ ー ル へ 抜 け,コ ル
マ ー ル,そ し シ ャ ロ ン に抜 け て,カ レー そ して イ ギ リ スへ 向 か っ た。 こ の コー
ス は,1836年 の コ ー ス と同 じで あ る。 この 追 放 に つ い て の 記 録 はaジ ュ ラ県,
(i0)
ヒソ ー ヌ県,マ ル ヌ県,ノ ー ル 県 に あ る。 た だ この 時 の 追 放 者 の 多 く は,ス イ
ス の ポ ー ラ ン ド人 が 主 で ドイ ッ 人 の 数 は わ ず か8名 で あ っ た。 ドイ ッ人 の 追 放
者 が 多 い の は1836年 の 追 放 で あ る。
ス イ ス政 府 が1836年 に 追 放 に踏 み 切 る き っ か け とな っ た の は,ロ シ(Rochi,
J.E.)(1778-188)の 報 告 書 で あ る。 ロ シ は,ス イ ス に い る急 進 派 の 実 態 調 査 を
行 う命 を 受 け た。 ロ シ は,急 進 派 が 分 散 して 居 住 して い る た め 調 査 が 難 行[B,
32,S.4f]す る こ と,ま た 多 くの 人 物 が 偽 名 を 使 って い て 人 物 の 確 定 が 難 しい[B,
32,S.5]こ と を意 識 しな が ら,調 査 した 。 そ の 結 果,ド イ ッ 人 の 亡 命 者 が マ ッ
チ ー 二 に 関 係 して い る こ と,す な わ ち青 年 ヨー ロ ッパ と関 係 して い る こ とを 突
き 止 め る。 彼 は亡 命 者 を,a)政 治 活 動 と 関 わ りを もた な い もの,b)表 面 的 に
っ な が りを も た な い が}実 際 に は 持 って い る もの,c)指 導 層 に わ け,そ の うち
b),c)を 調 査 対 象 と した[B,30,S.7]。
調 査 の 対 象 は 青 年 ヨ ー ロ ッパ で あ り,青 年 イ タ リア の マ ッチ ー 二,青 年 ポ ー
ラ ン ドの シ ュ トル ッ マ ン(Stolzmann),青 年 ドイ ッの ス ク リー バ の 名 前 を 突 き
止 め,そ の そ れ ぞ れ の 組 織 と してi青 年 ドイ ッに た ど り着 き,ブ ラ イ デ ン シ ュ
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タ イ ン,A.Fが そ の 中 心 に い る こ と を 知 る。 そ の青 年 ドイ ッ が,職 人 ク ラ ブ
との っ な が りを 持 つ た め に,読 書 協 会 に近 付 い て お り,そ の人 数 が300人 は い
る こ と も掴 ん で い た 「B,30,S.18]。 しか も,ミ ュ ー ル ハ ウ ザ ー(Muhlhauser)が
パ リの 組 織(「 追 放者 同盟」)と も接 近 して い た こ と も掴 ん で い た[B
,30,S.21]。 最
初 の ドイ ッ 人 の 中 央 委 員 会 に は,ブ ラ イ デ ン シ ュ タ イ ン兄 弟,テ オ ドア ・バ ル
ト,ゲ オ ル ク ・ペ ー タ ー ス,Ch .シ ャル クで あ っ た が,1834年6月3人 が 追
放 さ れ て,新 しい 委 員 会 が シ ュ ー ラ ー,ゾ ル ダ ン,シ ャル ク,G.フ ァ イ ン,
ミュ ー ル ハ ウザ ー,デ ー レケ な ど に よ って 結 成 さ れ た こ とを 調 べ ,こ の 秘 密 組
織 の 危 険 性 を 指 摘 す る。 こ の組 織 は,裁 判 権 を持 ち,裏 切 り者 を 死 刑 に す る権
利 を 持 って い る[B,30S.27]。 そ こ で 当 然 ドイ ッ人 スパ イ,レ ッ シ ン グの 殺 人 事
件 も これ と関 係 して い る の で は と い う重 要 な 問 題 を 指 摘 す る[B,30,S.28]。 ま
た,彼 らが スイ ス で 武 器 を 入 手 し,そ れ が 武 装 蜂 起 の 危 険 を醸 成 して い る こ と
も指 摘 す る[B,3Q,s.30コ 。
こ う した 調 査 か ら,ロ シ は,1)「 号年 ヨ ー ロ ッパ の 結 成 以 来 秩 序 破 壊 の 活 動 が
存 在 して い る こ とY2)そ の 中 心 は庇 護 権 を 利 用 して い る政 治 亡 命 者 で あ る こ
と,3)同 盟 の 中 は沈 黙 で あ り,4)独 自 の 裁 判 制 度 を も ち,5)武 器 を 携 帯 し,
政 治 パ ン フ レ ッ トを 頒 布 して い る こ と を 引 出 し,次 の こ とを 要 求 す る 〔B,30,S.
43]。 「警 察 に よ っ て 政 府 の 費 用 で,金 とパ ス ポ ー トを 与 え ,フ ラ ン ス国 境 へ 連 れ
て 行 き,フ ラ ンス の 費 用 で イ ギ リ ス に送 るべ き で あ る と」[B ,30、S.45]。 そ して そ
の 人 数 は,43人 で あ っ た。
こ の 調 査 に は,青 年 ヨー ロ ッパ の綱 領 か ら,委 員会 の 名 簿 な ど の 多 くの 付 録
が 付 け られ て い るが,と りわ け 重 要 な も の は,11番 の 「ス イ スか ら政 治 的 陰 謀
か ら生 ず る政 治 的 調 査 の結 果 と して 追 放 さ れ る外 国 人 の リス ト」(表3)で あ る
。
これ に よ っ て,追 放 者 の 名 前 が あ き らか に な る。 これ に は ,さ らに 「ス イ ス に
お け る政 治 的 陰 謀 に か ん す る政 治 的 調 査 の 中 に 多少 と も登 場 した 外 国 人 の リス
ト」 が っ い て い るが,人 数 的 に は追 放 者 の3倍 で あ る。
さ て この ロ シ の 報 告 書 で あ る が,内 容 の 正 確 さ に 対 して 疑 義 が あ っ た。 っ ま
り こ れ に 対 して す ぐに批 判 の パ ン フ レ ッ トが 出 版 され る か らで あ る。 ロ シの 資
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表3政 治的 陰謀 か ら生 ず る政 治的 調査 の結 果 と して スイ スか ら追放 され る外 国 人 の リ
ス ト[B,30,SS.92--95]
名 前















































































































































































































































フ ラ ン スへ
(イルゼ報告書に掲載されているもの○印)
料 は,仏 語 版 も出,ス イ ス中 で配 布 さ れ たた め,ヴ ォー(Vaud)県 か ら批 判 の
文 書 が 出 る。 この冊 子 の著者 は,ロ シ報 告 に は い くっ か の間違 い と資 料上 の操
作 が あ る と指摘 す る。 まず,大 き な'誤りは,1835年5月5日 に創設 され た スイ
ス国 民 協 会 と7月16日 に結 成 され た青 年 ス イ ス とは別 組 織 で あ る とい う こ と
で あ る[B,8,p.4]。 ま た このパ ンフ レ ッ トの著者 が 青 年 ス イスの綱 領 を書 い た人
物 とな って い るが,そ うで はな い とい う指摘,さ らに は,「 ロ シ氏 はす べ て の資
料 を報 告 に加 え て い るわ けで は なか った」[B,8,P.11]と し,資 料 の作 為 性 を 主
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張 して い た。 確 か に,調 査 自体 が秘 密 結 社 に関 す る もの で あ り,間 違 い は 多
か った と思 わ れ る。 しか し,こ の報 告 が追 放 に大 きな力 を もった ことは事実 で
あ った。
2)フ ラ ンスにお ける追放 者
i.ス イ ス国 境 か ら フ ラ ン ス国 境 ヘ
イ ギ リス は,ス イ ス に対 して 他 の列 強 に 比 べ て 非 常 に 好 意 的 で あ った 。 そ れ
は イ ギ リス の対 小 国 外 交 に あ っ た が,そ の 外 交 は,小 国 が 列 強 の併 合 圧 力 に 屈
し な い よ うに 支援 す る こ とで あ っ た[B,40,S.13]。1832年 か らス イ スの ベ ル ン に
大 使 と して 赴 任 した の は リチ ャー ド ・モ リエ(Morier,R.)(1784-1$77)で あ っ
た 。 サ ヴ ォア 事 件,シ ュ タ イ ンヘ ル ツ リに よ っ て 引 き起 こ さ れ た 列 強 と ス イ ス
と の 緊 張 関 係 を 取 り持 っ た の は,こ の モ リエ で あ っ た。 イ ギ リス は,フ ラ ン ス
や ス イ ス 同 様 基 本 的 姿 勢 と して 外 国 か らの 政 治 亡 命 者 を拒 ま な か った 。 しか
し,彼 ら を歓 迎 した わ け で も な い。 政 治 亡 命 者 に 対 して,比 較 的 甘か っ た ス イ
ス か らの 亡 命 者 受 け 入 れ にっ い て も,積 極 的 で は な く,基 本 的 姿 勢 と して受 け
入 れ た に過 ぎな か っ た。
サ ヴ ォ ア 事 件 を き っか け に,フ ラ ン ス か ら ス イ ス に 渡 った ポ ー ラ ン ド人 の 処
遇 の 問 題 が1833年 に起 こ るが,そ の と き もパ ー マ ス ト ン内 閣 は,彼 らの 受 け 入
れ に 好 意 的 で あ っ た わ け で は な い[B,40,S.115ユ,,だ か ら,彼 らが 合 衆 国 へ 向 か う
こ とを 期 待 して い た。
フ ラ ン ス政 府 は,ド イ ツ 人 を 含 む 外 国 人 政 治 亡 命 者 を,フ ラ ンス を 通 過 して,
イ ギ リス へ 渡 る こ と を 認 め,さ らに そ の通 過 に 関 して は,援 助 金 と警 察 の 護 送
を 行 う と い う こ と を ス イ ス政 府 に約 束 す る。 こ れ に よ って 政 治 亡 命 者 に よ る フ
ラ ン ス横 断 が 始 ま る。
ス イ ス と フ ラ ン ス と の 国 境 ジ ュ ネ ー ヴ ー リ ヨ ン間 に は ベ ル ガ ル ド(Bellega-
rde)が あ り,ロ ン ・ル ・ソ ニ エ に 向 け て は モ レ(Morez)が あ り,フ ラ ン シ ュ ・
コ ン テ,ア ル ザ ス,ロ レー ヌ に向 け て は ポ ン タ ル リエ,デ ー ルが あ った 。 追 放
者 が,通 っ た コー ス は,お もに デ ー ル か らベ ル フ ォ ー ル で あ っ た と思 わ れ る が,
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表41836年6月 末 に スイ ス国 境の フラ ンスの 県 に配 られ た リス ト[A,2]
名 前 出 身 地

































Turin(パ リ警 視 庁 の パ ス ポ ー トを持 っ)
Nice
Modene(ジ ェネ ー ヴの パ ス ポ ー トを持 っ)
Reggio(外 務 省 の パ ス ポ ー ト)
Zweibruecken(サ ー ル ギ ミ ン の パ ス ポ ー ト)
Modene(パ リ警 視 庁 の パ ス ポ ー トを 持 っ)
Hesse--Homburg(弁 護 士)
兄 弟(医 者)
Rie1.i(ロ ー デ ズ の パ ス ポ ー ト)
Bresira(ジ ュ ネ ー ヴ の パ ス ポ ー ト)
Milan(ジ ュ ネ ー ヴ の パ ス ポ ー ト)
Ferrara(ジ ュ ネ ー ヴ の パ ス ポ ー ト)
Moder】e
Goslar(医 学 生,ハ イ デ ル ベ ル ク の パ ス ポ ー ト)
Hanau(ブ ラ シ 職 人)
Stuttgart,
Nordhausen(医 学 生,リ ー ス タ ー ル の パ ス ポ ー一 ト)
Berlin(医 学 生,ベ ル リ ン の パ ス ポ ー ト)
Ashaffenburg(法 学 生,フ ラ ン ク フ ル ト の パ ス ポ ー ト)
Kempten(医 学 生)
Rome(ベ ル ギー 外 務 省 の パ ス ポ ー ト)
Genes(ジ ュ ネ ー ヴ の パ ス ポ ー一 ト 人 相 書)
Milan
Preussen('亨:生)
Rome(ベ リ ン ッ ォ ー ナ の パ ス ポ ー ト)
「









兄弟(マ ルセ ーユで ア メ リカ政府 のパ ス ポー ト)
(医 学 生)
Motiano

































Nassau(森 林 警 備 員)
Holstein(法 学 生,ハ イ デ ル ベ ル クの パ ス ポ ー ト)
Alexandrie(ベ リ ン ッオー ナ の パ ス ポ ー ト)
Speyer(軍 人,リ ー ス タ ー ル の パ ス ポ ー ト)









Lengfeld(理 髪 師,1835年4月20日 追 放)
Pologne(偽 名Brzekowski,1834年10月3日 追 放)
Donzbach(偽 名Altinger)
Bonn(ア ル ジ ェで 軍 人,偽 名Kornfeldski,1835年2月4日 追
放)
(『追 放 者 た ち』 の編 集 者 た ち,1835年3月 追 放)
Frankenthal
Wiirzburg(植 字n,1834年11月5日 追 放)
Moosbach(法 学 生,1835年2月 追 放)
Rome(ベ ル ギ ー 外 務 省 の パ スポ ー ト)
Homburg(植 字r,1834年ll月5日 追 放)
Frankfurt(フ ラ ン ク フ ル トの パ ス ポ ー ト)
Rendsburg(リ ー ス タ ー ル0)パ ス ポ ー ト,1834年11月5日 追
放)
Blaubeuren
ス イ ス で の 政 治 的 謀 議 の 疑 い あ る 亡 命 者 リ ス ト
Bruchsal(石 鹸 職 人)
Hannover(大 一1二)
ODieffenbach,E.Giessen(医 学 博 七)
VonEyck
Fein,F.Dietenbergen(靴 職 人)
Festschau,F.Frankfurt(ピ ン 製 造 職 人)
Lobel,G.Kassel(理 容 師)
Gorifi.zky,L.Ludwigsburg(鍵 職 人)
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SchwabischHall(家 具 職 人)
Fulda(靴 職 人)
Berlin(ジ ャー ナ リス ト)











リヨ ンに向 けて も政 府 の文 書 は発 せ られ て い る し,そ う した文 書 は,国 境沿 い
の県 にな され た よ うで あ る。 本 来地 形 的 に 言えば,北 のバ ーゼ ル と南 の ベ ル ガ
ル ドが平 坦 で あ り,も っと も通 り安 い国境 で あ ろ う。 バ ーゼ ル か ら ジュネ ー ヴ
まで は ジ ュ ラの 山脈 が あ り,楽 な コー スで はなか った。 あ る ア メ リカ人 は,ベ
ル ガ ル ドの国境 で,ア メ リカ人 に対 して は国 境 の検 査 が 簡 単 で あ るが,イ ギ リ
ス人 に関 して はか な り厳 しい もの で あ った と書 いて い る[B,4,P,34]。 そ れ に よ
る と鞄 を開 け られ 女性 の下 着 まで調 べ られ た とい うこ とで あ るが,こ れ は フラ
ンス に流 れ る ス イ ス時計 の海 賊 品 が多 か った とい うこ との よ うで あ るが,1834
年 以 降 は フ ラ ンス とス イ ス との関係 が こ じれ,か な り厳 しくな った もの と思 わ
れ る。 また ドイ ツ人 につ いて も厳 しい もの で あ った と思 わ れ る。 ただ,皮 肉 な
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こ とにバ ー デ ンや ヴュル テ ンベル ク とい った ドイ ッ地 域 か ら出.入りす る よ り簡
単で あ った。 そ れ は1834年 に ドイ ッか らス イ スへ の職 人 の移 動 や留 学 が禁 止
され て いた か らで あ る し,追 放 問題 も絡 ん で,ド イ ッ側 との 貿易 も厳 しくな っ
て い たか らで あ る。
ス イ スか ら追 放 され た亡 命 者 の フ ラ ンス横 断 の コー ス は,地 図 の よ うに イ
ギ リスへ 向 か う場 合 まず デ ー ルへ 出 て,ベ ル フ ォー ル か らカ レー まで の最 短
距 離 で 進 む。 ポ ン タル リエへ 出 て,ブ ザ ン ソ ンや ロ ン ・ル ・ソ ニ エ まわ り も
地 図11836年 追放 者 のフ ラ ンス横 断 の経路
(14$) 1840年 代 フラ ンスにおける ドイツ人 人口の動態(3)25
い た で あ ろ うが,多 くは こ の コ ー ス を 辿 って い る。
政 治 亡命 者 が 一一番 最 初 に通 過 す る県 に は,追 放 者 の リス トが 送 られ,ノ 」全 の
処 置 が 行 わ れ る。 そ の一 つ の 県 で あ る ロ ン ・ル ・ソ ニ エ(Lon-le-Saunier)を 見
て み よ う。 ロ ン ・ル ・ソニ ェ は,リ ヨ ンに近 い こ と もあ って,人 権 ク ラ ブな ど
の結 社 が あ り,1834年 の リ ヨ ン蜂 起 の 時 は,1{f役 所 を 攻 撃 も して お り過 激 な思
想 の 町 で もあ っ た[B,7,p.55]。 ス イ ス政 府 は,フ ラ ン ス政 府 に追 放 者 の リス トを
渡 し,フ ラ ン ス内 務 省 は,県 に 対 して}ス イ ス政 府 の 意 向 と フ ラ ン ス政 府 の 対
応 を 伝 え て い る(1836年6月291D。 そ れ に よ る と,次 の よ う な 条 件 が つ い て い
た 。 フ ラ ン ス外 務 省 は追 放 者 の 入 国 を 認 反),彼 らの 唯 一一の 避 難 地 は イ ギ リス で
あ り,海 峡 を 渡 る た め にsフ ラ ン ス を横 断 す る こ と を認 め る。 しか し・ こ の 時
(1)到 着 す る追 放 者 の 身 分 証 を 確 認 し,(2)人 相 書 と の一 致 を 確 認 し,(3)パ
ス ポ_ト に ヴ ィザ を 与 え,旅 程 が 定 め られ た 新 し い パ ス ポ ー トを 与 え,(4)目
的 地 ま で 警 察 の 護 衛 を っ け る こ とが 義 務 づ け られ て い た[A,2]。 送 付 さ れ た追
放 者 の リス ト(表4)は,第 一 は,サ ヴ ォ ア事 件 で 追 放 さ れ る メ ンバ ー の リス ト,
第 二 は 謀 議 に よ りベ ル ン地 域 か ら追 放 さ れ る メ ンバ ー の リス ト,第 三 は ス イ ス
で の 政 治 行 動 に よ って 嫌 疑 を か け られ て い る メ ンバ ー の リス トと,3種 類 に分
か れ て い る。 しか し,こ の リ ス トは極 め て 曖 昧 で,誰 が イ ギ リスへ 行 くの か と
い う完 全 な 資 料 で は な く,し か も彼 らが ど の コ ー スを 通 るか も は っ き り して い
な か った の で あ る。 ま た この リス ト見 る と サ ヴ ォ ア事 件 以 後 は,ド イ ッ人 追 放
者 の 割 合 が 高 い とい う こ と もわ か る。 革命 家 の 多 く は,ブ ル シ ェ ン シ ャ フ トの
影 響 を 受 け た知 一識人 層 で あ っ た。
7月5日 に は,ベ ル ンの フ ラ ン ス 大 使 館 か ら スイ ス政 府 が追 放 者 を フ ラ ン ス
国 境 ま で 護 送 す る の で,そ の 後 フ ラ ン ス まで 護 送 す る こ と を お願 い す る と い う
要 求 書 が 届 く。 この 大 使 館 の 要 求 書 は,ジ ュ ラ県,ラ ン県,ド ゥ ー ヴ県,上 ラ
イ ン県 とい っ た 国 境 沿 い の 県 に送 られ て い る[B,11,p.131ユ 。 こ れ を 見 て もわ か
る よ う に,追 放 者 が ど こ を 通 る か と い う こ と に つ い て,各 県 は充 分 な 情 報 を 得
て な い と い う こ とで あ る。 実 際 に 多 くが 通 過 し た の は,デ ー ル ー ベ ル フ ォ ー ル
で あ り,ジ ュ ラ県,ラ ン県(Wiener,II.が 通 過)は 直 接 関 係 は な か っ た 。 しか し,
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そ れ ぞ れ の 県 は,そ う した 人 物 の 来 訪 に 備 え る。 ロ ン ・ル ・ソ ニ エ の 警 察 は,
7月7ロ ス イ ス と の 国 境 の 町 モ レの監 視 体 制 に 問 題 は な い か 問 い 合 わ せ る
。 さ
らに7月11日 内 務 省 は,追 放 者 を 逮 捕 して は な ら な い こ と も確 認 す る
。こ う し
て,ジ ュ ラ県 は 監 視 体 制 を 続 け る が,結 局 追 放 者 が モ レを 通 過 す る こ と は な
か った 。 そ の こ と は,8月24日 の ベ ル ンの フ ラ ン ス大 使 館 か らの報 告 で
,追 放
者 は ポ ン タ ル リエ か,デ ー ル に 向 か っ た こ と が 告 げ られ て い る こ と で わ か る。
ロ ン ・ル ・ソニ エ で は,10月5日 に す で に イ ギ リス へ 到 着 した追 放 者 の リス ト
を 使 って,今 度 は,彼 らが イ ギ リス か ら フ ラ ン スへ 渡 り,再 度 ス イ スへ 入 らな
い よ う に注 意 して い る。
..
ll.追 放 者 の フ ラ ン ス横 断 経 路
結 局 ス イ スか らの 追 放 者 は,ジ ュ ラ県 や ラ ン県 で は な く,ド ゥ ー ブ県 ,と り
わ け 上 ラ イ ン県 を 通 過 して,カ レー を 目 指 す こ と に な った 。 比 較 的 低 い ジ ュ ラ
山 脈 の デ ー ル か らベ ル フ ォ ー ル へ 向 い,上 ソー ヌ県 の リュ ー ル(Lure)ま で 小
高 い 山 を の ぼ り ヴ ズー一ル に 至 り,上 マ ル ヌ県 ラ ン グ ル(Langres),シ ョー・モ ン
(Chaumont),ワ シ ー(Wassy)ま で 丘 陵 地 を 抜 け マ ル ヌ県 ヴ ィ ト リ ・ル ・フ ラ
ン ソ ワ(Vitry-le-Francois)に 行 き,そ こか ら平 坦 な シ ャ ロ ン ・シ ュ ー ル ・マ ル
ヌ(ChalonsurMarne),ラ ン ス(Reims),エ ヌ県 ラ ン(Laon) ,サ ン ・カ ン タ ン
(Saint-Quentin),パ ・ ド ・カ レー県 ア ラ ス(Arras)を 通 って,パ ・ ド ・カ レー
県 の サ ン トメ ー ル(St.Omer),カ レー港 へ 到 達 す る コ ー スが,そ の 主 要 な コ ー
ス で あ った 。 この コ ー ス以 外 に も,ポ ン タル リエ か ら ブ ザ ン ソ ン(Metaxa ,Ber-
taghini,Migliar.i,Bertola,WinklerWoerlinKnoppな ど),そ して ラ ン グ ル とい う
コ ー ス もあ っ た し,ま た ブ ロ ー ニ ュ か らカ レー と い う コ ー ス もあ っ た。 ま た 変
わ った と こ ろ で は,ス イ ス か らで は な く ピ レ ネ ー 山 脈 の ガ ル ラ ン(Garlin)か
ら,ボ ル ドー,ア ン グ レー ム,ポ ワ チ エ,ト ゥ ー ル,シ ャル トル,ヴ ェ ル サ イ
ユ,サ ン ・ ドニ,ア ラ ス,サ ン トメ ー・ル,カ レ ー と い う コ ー ス も あ った(Weber,
H.)し,カ レ ーか らイ ギ リスで は な く,ル ア ー ヴ ル か ら ア メ リカ へ 向 か う場 合
もあ った 。
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ン ス に い る 亡 命 者 た ち の 政 治 行 動 と の 関 係 で あ っ た
。 重 要 な 拠 点 は ス ト ラ ス
フ ー ル,ミ ュ ル ー ズ,ブ ザ ン ソ ンyリ ヨ ン,マ ル セ ー ユ で あ る が,と り わ け ル ー
トの 関 係 で は,ミ ュ ル ー ズ で あ っ た 。 フ ラ ン ス政 府 は,6月25日 の ア リボ ー
(Alibaud,L.)に よ る ル イ ・フ ィiJッ プ 暗 殺 未 遂 事 件 に 神 経 を とが らせ
,ス イ ス
へ っ な が る シ ン ジ ケ ー トを 追 って い た た め
,フ ラ ン ス国 内 と ス イ スで の ドイ ッ
人 の 運 動 に も関 心 を も っ て い た 。 フ ラ ン ス警 察 は,ア リボ ー が バ ル セ ロ ナ に い
た 時 ・ ラ ウ シ ュ ン プ ラ ー トに接 近 して い た の で は な い か と い う情 報 を手 に い れ
[B・12・P・406]て い た 。1836年7月 ス イ ス の 警 察 が ビー ル(Biel)で ドイ ツ人 亡命
者 シ ュ ー ラ ー(Schueler,E.)(1807-81)の 家 宅 捜 索 を した 際 ミュ ル ー ズ の 青 年 ド
イ ッ派 か らの 手 紙 が 見 っ か り,ベ ル ンの フ ラ ン ス大 使 は,コ ル マ ー ル の 上 ラ イ
ン県 の 青 年 ドイ ツ派 の 捜 査 を す る(8月1日 コルマ ールか ら内務 省 への手紙[A
,1,
bj)。 そ の結 果,レ ー ヴ ェ ン フ ェ ル ス(Loewenfels)の 指 導 す る ミュ ル ー ズ に 支 部
が 存 在 した こ と が わ か った 。 そ こで 当 局 は ア イ ヒ ホ ル ン(Eichhorn ,A.)と クル
ツ(Kurtz,F.)の 家 か ら,数 冊 の 本 を没 収 す る(9月28日 ,内 務省 への 手紙[A,1,
b])。 そ こ に は ス イ ス か ら追 放 さ れ た ザ ウ ア ー ヴ ァ イ ンや フ ェ ネ ダ イ の 本 な ど
が あ った 。 ま た,ミ ュ ル ー ズ の青 年 ドイ ッ派 の 中 の何 人 か yア イ ヒホ ル ン,ク
ル ツ・ フ ェ ル バ ー(Ferber) ,グ ロ ス マ ン(Grossmann,L)9ツ ァー リ ン ク(Zerl.
ing,K.)な どが 審i問 を う け た(10月4日 アル トキ ル シュか らの 手紙[A
,1,b〕)。 こ の
事 件 か ら,フ ラ ンス 政 府 は青 年 ドイ ッ派 の 国 際 的 シ ン ジ ケ ー トを 掴 む 。 青 年 ド
イ ッ の 『北 方 の 光 』(Nordlicht)と パ リのr追 放 者 』(Geuchtete)は ,す で に相 互
に 交 換 しあ って い た。 流 通 経 路 は,ス トラ ス ブ ー ル,ミ ュ ル ー ズ で ,こ の媒 介
に は,フ ェ ネ ダ イ が 関 係 して い た[B,37,s.460]。 フ ラ ン ス政 府 は,没 収 した 本 の
多 くが パ リで 印 刷 さ れ て い る こ と を っ き と め,そ れ を 調 査 す る こ と を 考 え る
。
しか し,こ の シ ン ジ ケ ー トに つ い て,そ の 後 パ リで 調 査 され た形 跡 は な い。
フ ラ ン ス政 府 は3こ の よ う な 運 動 もあ り,追 放 者 を 自 由 に カ レー ま で 行 か せ
る こ と を せ ず,厳 重 な 護 送 で4,5人 の集 団 で カ レー ま で 送 らせ る こ と に す る
。
ベ ル フ ォ ー ル か ら ミュ ル ー ズ へ の 進 路 に は注 意 を は ら い
,ヴ ズ ー ル へ 送 り届 け
て い る。護 送 に 関 して は,各 県 の 警 察 が 連 絡 を 取 り合 い,通 行 証(OrdredeC。n一
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duite)を 渡 して い た 。 護 送 費 用 に 関 して は,追 放 者 た ち に も フ ラ ン ス政 府 か ら
援 助 金 が 出 さ れ て い た 。追 放 者 た ち の 宿 は警 察 署 で あ った と して も,日 当1日,
5ソ ル か ら10ソ ル 出 さ れ,護 送 警 官 に も1日 当 た り軍 曹 に は6フ ラ ン,伍 長 に
は5フ ラ ン,平 巡 査 に は4フ ラ ンが 払 わ れ た 。内 務 省 は50フ ラ ン ほ ど に な る と
言 っ て い る が,か な り の 出 費 で あ っ た こ と は確 か で あ る(1836年8♪19日LA・
3])。 も っ と も護 送 さ れ な い場 合 も あ っ た.ま た ・ 追 放 者 の 中 に は豊 か な もの も
あ り,ア ル ト リ ン ガ ー の よ う に急 行 馬 車の 費 用 を 払 い,カ レ ー の 港 ま で 駆 け抜
け た 例 も あ る[B,14,P.41・1.ま た シ ュ ト・ 一 マ イ ヤ ー に関 して は・一 度 イ 判 ス
に 渡 り な が ら,再 度 ス イ ス に侵 入 し,ヴ ェ ヴ ェ ー(Vevey)で 逮 捕 さ れ ・再 度 カ
レ ー に 送 ら れ て い る(1836年12月12日 ブローニ ュか らカ レーへの 手紙[A,3])の で,
費 用 が2倍 に な る場 合 もあ っ た・
追 放 者 は,通 過 す る警 察 で 必 ず 確 認 を して い る の で,経 路 変 更 や,脱 走 は 不
・∫能 で あ っ た 。 追 放 者 が ベ ル フ ォー ル か らカ レー に 着 く ま で の 日数 は,こ の 連
絡 の 日 に よ って 考 え る こ と が で き よ う.ベ ル フ ォ ー ル か ら シ ョー モ ン ま で 約
200キ ロで,こ の 地 域 に は比 較 的 高 い 山 が あ る た め 大 体4日,さ らに そ こ か ら
500キ 。離 れ た カ レ ー ま で1週 間 で あ る.こ の速 度 は・決 して 早 くは な い が ・遅
く もな い 。 しか し,約2週 間 の 護 送 は,警 察 に と って も大 変 な もの で あ っ た こ
と は確 か で あ る。追 放 者 が フ ラ ン スを 通 過 し始 め た の は,7月 で,ほ ぼ12月 ま
で に大 半 の 追 放 者 は フ ラ ン ス横 断 を終 え て い る(表5)。
iii.カ レー の 港
19世 紀 前 半 に お い て カ レ ー の 港1ま フ ラ ン ス か らイ ギ リ スへ 渡 る港 の うち で
も っ と も重 要 な港 で あ っ た。 ダ ンケ ル 久 ブ1ロ ー ニ ュ・ デ ィエ ップ(Dieppe)・
さ ら に は シ ェ ル ブ ー ル,ル ア ー ヴ ル な ど もあ っ た が,カ レー が そ の 中 心 で あ っ
た.デ ィケ ンズ(Dickens,Ch.}(1812-7・)は 「よ く も そ の低 いP噛・ 低 い塀 低 い
屋 根,低 い 溝 低 い砂 丘,低 い城 壁,平 べ っ た い通 りな ど な どが,子 供 が 海 岸
で 作 る砂 の お城 み た い に,と っ くの 昔 に 海 の 攻 略 包 囲 の 前 に全 面 降 伏 しな い で
済 ん だ もの だ と,不 思 議 に思 え て く る。」(デ ィケ ンズ・c・rリ トル'ドi)ッ ト4』
(小 池 滋訳)ち くま文庫,p.9)と 書 い て い る が,カ レー の 町 は 人 口9000人,ブ ロー
30商 経 論 叢 第28巻 第3号
0143)
ニ ュ と違 って 低 地 に あ る
。そ の カ レー と ドー ヴ ァー一を,す で に1820年 か ら蒸 気
船 が3時 間 で 結 ん で い た(ド ー ヴ ァーか ら2時 間 半,ド ー ヴ ァー一へ向 けて4時 間[B ,s,
S.23F])。 ブ ロ ー ニ ュか らは フ ォ ー ク ス トー ン(Folkestone)
,ル ア ー ヴ ル と デ ィ
エ ッ プ か ら は ブ ラ イ トン(Brighton)行 きが あ
っ た[B,3,p、283。 こ の連 絡 船 に つ
い て あ る ア メ リカ 人 は こ う 言 って い る
。「船 は小 さ く,黒 く,不 潔 で,狭 く,最
下 層 の 部 屋 以 外 に は一 っ の 船 室 しか な くsそ こ も低 く,狭 く,8っ の ベ ッ ドが 入
れ られ て い た。 雨 の 日 は 中 に 入 れ な い お 客 は濡 れ る しか な か
っ た し,出 力 は 弱
く・10-12時 間 もか か る こ と もあ っ た 」[B ,3,P.29]。 こ の 港 は,他 の ど の 港 よ
り も検 査 が 厳 しか った。 カ レー経 由 で イ ギ リ スへ 送 っ た の も当 然 で あ
った と い
え る。 パ リへ の 便 は・ 船 に 併 せ て 運 行 され て い た た め
,比 較 的 よ か っ た が,時
間 は じっ に38時 間 もか か っ た[B,3,p .44]。 カ レー 県 は7け っ して ドイ ツ 人 が 多
い 地 域 で は な か っ た。1836年 の 統 計 を 見 る と
yイ ギ リス 人 が 多 い こ とが わ か
る。登 録 して い る外 国 人 は約6000人 ,毎 月 に流 入 人 口約100-一 一1000人,流 出 人
口 は100…800で あ るが ,追 放 者 が 渡 っ た 時 期1836年7月 ,流 入937人,流 出
467人,8月 流 入1055人 ,流 出873人 で,流 入,流 出 と も も っ と も多 い 時 期 で
あ る[A,1,司,,
カ レ ー ま で や っ て き た 追 放 者 は ,す く・に イ ギ リ ス に 渡 っ た の だ ろ う か 。 カ
レー に残 さ れ た 記 録 は,カ レー ま で の 旅 程 に 関 す る もの で あ り,カ レ ー港 か ら
イ ギ リスへ 渡 った こ とを 確 認 す る史 料 は な い 〔A
,3]。 しか し,カ レー 警 察 で は,
確 認 を して い た は ず で,内 務 省 か ら カ レー 市 に届 け られ た 史 料(表6)で は
,カ
レー か ら イ ギ リス に 渡 った 人 物 が 一書 か れ て あ る
。 こ の 史 料 は,カ レー以 外 に も
各 地 に 送 られ て お り・ カ レー の 史 料 を も と に作 られ た もの と思 わ れ る
。 これ に
よ る と58人 の 追 放 者 の イ ギ リス行 き が 確 認 さ れ て い る
。 シ ョー モ ンを 通 過 し
た 人 数 が65人 で あ り・差 引 で 勘 定 が 合 わ な くな って い る
。ベ ル トー ラ,コ_ル
ヘ ッ プ は シ ョ㎞輌モ ンを通 過 して い る も の の
,カ レー を 通 過 して い な い 。 しか し,
カ レー に は ベ ル トー ラ に 関 す る手 紙 が 内 務 省 か ら出 さ れ て い る し
,コ ー ル ヘ ッ
プ に 関 して,ア ラ スか ら 手紙 が 出 さ れ て い る の で
,カ レー か ら イ ギ リス へ 渡 っ
た こ と は 間 違 い な い で あ ろ う。 ま た12月10日 以 降 の シ ョー モ ン通 過 者 の 名 前
(142 1840年 代 フ ランスにお ける ドイ ツ人人口の動態f31
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表6カ レー へ 到 着 した 追 放 者 の 名 簿[A,21[A,3]












































































































































が な い の は,通 過 者 名簿 が1月 まで の もので あ るか らで あ る。 しか も,カ レー
の史料 に は1837年 の もの が な いの で明 確 で はな い。逆 に,シ ョーモ ンは通 過 し
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て な い が ・カ レ ーか ら イ ギ リ スへ 渡 っ た も の は,ビ ッ トマ ン,ゲ ・ソツ,ス ク リ_
バ 兄 弟 な ど数 人 い る
。サ ー ベ ル と レ シ ュ は,ス イ スか ら追 放 さ れ た の で は な く,
パ リか ら イ ギ リス へ 向 か って い る し
,ス ク リー バ は 上 ラ イ ン県 経 由 で 来 て い
る。 した が っ て,こ の 追 放 に は,ス イ スか ら直接 追 放 され る人 間 以 外 が 含 ま れ
て い た と 考 え られ る。 そ の 典 型 が,ヴ ェ ー バ ー で ,ピ レネ ー か ら イ ギ リ スへ 向
か って い る の で あ る。
追 放 され た ヴ ィ ン ツ ェ ン ツ は,ロ ン ドンか ら ラ ウ シ ュ ン プ ラー トへ この 追 放
の こ と に っ い て 手紙 で 書 い て い る。「す で に御 存 じの と お り
,我 々 は ス イ ス の 警
官 に よ って フ ラ ン ス まで 連 れ て 行 か れ,そ こか ら警 察 よ って ドー ヴ ァー まで 連
れ て 行 か れ ま した 。す べ て 政 府 の 費 用 で,食 料,宿 ,交 通 手段 が 与 え られ,我 々
の 多 くは フ ラ ン ス に 再 入 国 した 時 ,金 を も って い な い とr"-rった の で,自 給5ソ
ル を 受 け取 る こ と に な り ま し た。知 識 人 や 文 人 は10ソ ル を 要 求 しま した
。我 々
は8月2日 か ら11月16口 の 間 に ロ ン ドンに到 着 し ま した
。 一一一我 々 の 数 は 少
しず つ 増 え て い き,34人 に な り ま した 」[B ,23,p.138】 。
追 放 後 の 行 動 に つ い て は3種 類 考 え られ る。 一一つ はz再 度 フ ラ ン スを 通 って
ス イ スへ 侵 入 す る もの で あ る。 よ ほ どの 注 意 書 き が ま わ らな い 限 り
,簡 単 に フ
ラ ン ス へ 行 く こ とが で き た よ うで あ る。 次 は,こ れ に こ りて 二度 と こ う した 運
動 に 参 加 しな くな る場 合 で あ る。 トラ ッ プ の場 合 が これ で,ヴ ィ ン ッ ェ ン ツ は
「トラ ッ プ は エ ゴ イ ズ ム か らで は な く,人 間 性 と い う点 か ら 青 年 ドイ ツ を や め
ま した 」[B,23,p.139]と 言 って い る。最 後 は}イ ギ リス か ら ア メ リカ に 渡 り新 大
陸 で 新 しい 人 生,ま た は 活 動 を 行 う場 合 で あ る。 ヴ ィ ン ツ ェ ン ツ 自体 が そ れ で
,
ア メ リカ に 渡 る と手 紙 で 書 い て い る。
c)1840年 以 後 の追放
スイ スか らフ ラ ンスを通 過 して イ ギ リスへ 渡 った ドイ ツ人 の移 動 は1836年
で終 るわ けで は な い。 確 か に スイ スで の運 動 は,こ の追 放後 そ の中心 を フ ラ ン
ス・ イギ リスへ と移 す こと にな るが,依 然 と して ス イ スにお いて運 動 の 火 は消
え な か った。 しか し,1836年 の主要 メ ンバ ーの追 放 に よ り,ド イ ツ語圏 スイ ス
(140) 1840年 代 フラ ンスにおける ドイツ人人 口の動態③33
表7ヌ シャテルか ら追放 された ドイ ツ人 『A,5]





















































































仕 蹉て 職 人Bade
イ1立 て 職 人Saxe






仕 立て 職 人Bade
仕 凱て職 人Bade
仕 甑て職 人 £3aviere
仕1・r.て職 人Hesse・Darrnstadt
付立 て 職 人Bade
靴 職 人St.Gall.(ス イ ス)
仕trて 職 人Ilesse
d立 て 職 人Hesse
仕 立1て職 人Bade
…ヌシャテルで逮捕 された共産す義 者


















追放,国 境 まで連行 【
追放,1競 まで連行1
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す ぐに釈放1
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追 放,ス イ ス国境 まで連行[
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追 放,ス イ ス国境 まで連手到












































































































靴 職 人st.Gall(ス イ ス)
一 一一 一・ … 一一_.._ ..._.__一_ 一____.___ __」
で の カ は弱 ま り・ そ の 力 は ジ ュ ネ ー ヴ と ロ ー ザ ン ヌと い っ た フ ラ ン ス語 圏 で 生
き延 び る こ と に な る[B・31,S66]。 そ して ス イ ス に お け る ドイ ツ人 組 織 は
,1840
年 代 に 徐 々 に各 地 に 広 が っ て い く。 この 時 代 の 中 心 は,も は や 青 年 ヨー ロ ッパ
の 運 動 で は な くY社 会 室 義 運 動 で あ る
。 しか も,そ の 中 心 に 立っ の が,青 年 ド
イ ツ の 運 動 の 時 代 と違 っ て,ブ ル シ ェ ン シ ャ フ トな ど の 残 党 知 識 人 で は な く
,
人 学 で 教 育 を 受 け た こ とが な い 職 人 達 で あ っ た。 そ して そ の 運 動 の 中 心 地 は
,
ジ ュ ネ ー ヴ・ ロ ー ザ ン ヌ・ ヌ シ ャ テ ル ,ベ ル ン,チ ュ ー リ ッ ヒで あ った。
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1840年 代 の ス イ ス か ら の ドイ ッ 人 亡 命 者 の追 放 に と っ て も っ と も決 定 的 で,
も っ と も有 名 な もの は ヴ ァ イ ト リ ン ク の チ ュ ー リ ッ ヒか らの 追 放 で あ ろ う(裁
判記録 が チ ュー リッヒ国 肱公 文書 館 にあ る[A,6])。 しか し,彼 の 追 放 は,ス イ ス に お
け る ドイ ッ 人 共 産 セ義 者 の 活 動 の 最 後 を 飾 る で き ご と だ っ た か も しれ な い。
1843年 の チ ュ ー リ ッ ヒで の 裁 判,拘 留 の後1844年10月 に ロ ン ドン に追 放 さ れ
た ヴ ァイ ト リ ン ク は,ス イ スか ら イ ギ リス へ の流 れ のr'tで も っ と も有 名 な 人 物
か も しれ な い。 しか し,ヴ ァ イ ト リ ン ク は スイ ス か ら フ ラ ン ス経 由 で イ ギ リス
に 行 っ た の で は な い。 彼 は ドイ ツ を 経 由 して イ ギ リスへ 行 った の で あ る。 そ の
理 由 は,す で に フ ラ ン ス政 府 は,ド イ ツ 人 の 通 過 を 快 く思 って お らず,ス イ ス
政 府 の 懇 願 に もか か わ らず,入 国 の 拒 否 を して い た か らで あ る。1840年 代 の ス
イ スか ら,イ ギ リ スへ の 流 れ は,必 ず し も フ ラ ン ス経 由 で は な くな った の で あ
る。
ジ ュ ネ ー ヴ に は,急 進 的 ドイ ツ 人 の 読 書 協 会 が 存 在 し,そ こ を 中 心 に ベ ッ
カ ー や ヴ ァ イ ト リ ン ク,デ ー レ ケ な ど を集 め る こ とに な る。 ジ ュ ネ ー ヴ の 外 国
人 登 録 は も っ と も進 ん で お り,ベ ッ カ ー(No16047,1839年9月11日,27歳,神 学
者,ホ ッフヴ ァイセ ル出身,ル ソー通 り100番 の リヨン(Lyon)氏 の と ころで講義 を行
う[A,3,b,C])や ヴ ァ イ ト リ ン ク(No.206671841年6月2611,33歳,仕Cて 職 人sハ
ンブル ク出身,独 身,デ リネ リ(Delinerie)街121番[A,4,a])の 住 居 は そ れ で す ぐ に
わ か る ほ ど で あ る。 当 時(1841年)の ジ ュ ネ ー ヴの ドイ ツ人 は,サ ヴ ォ ア人 を 除
け ば も っ と も多 く,ヴ ュ ル テ ンベ ル ク,バ ー デ ンの 順 で100人 く ら い は い た よ
うで あ る。 しか も職 業 は 靴 職 人,仕 甑て 職 人 が 多 くい た。 こ う した職 業 こ そ,
共 産 主 義 組 織 の 中 心 と な る組 織 で あ っ た。
フ ラ ン ス もそ の 後 ス イ ス で の ドイ ッ 人 の 活 動 を 無 視 して い た わ け で は な か っ
た 。 そ れ は,1836年 ア リボ ー 事件 で も問 題 に な った よ う に ドイ ッ人 と の 関 係 が
当 局 に と っ て 気 に な る問 題 で あ っ た か らで あ る。特 に1840年 代 は,フ ラ ンス の
過 激 な 共 産 主 義 思 想 と ドイ ッ人 と の 関 係 が 問 題 と な る。1841年12月 ケ ニ ス 事
件 の捜 査 の 中 で,フ ラ ン ス の 共 産 セ義 者 と ス イ ス の ドイ ツ 人 秘 密 結 社 と の 関 連
を ベ ル ンの フ ラ ン ス大 使 館 が 知 る こ と に な る か らで あ る。 そ れ は,フ ラ ン ス共
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産 主 義 者 が ジ ュ ネ ー ヴ の ドイ ッ人 た ち に 共 産 主 義 の 学 説 を 広 め よ う と して い る
と い う情 報 で あ っ た。『ドイ ッ青 年 の 救 済 の 声 』 と い う新 聞 が,ジ ュ ネ ー ヴで 印
刷 さ れ て い る が,そ の 費 用 は フ ラ ン ス 人 が 出 して い る と い う も の で あ っ たCB,
11,p.145]。 この 投 書 は実 は ヴ ァイ ト リ ン ク と親 しい ヘ ル マ ン ・デ ー レケ が 書 い
た もの で,デ ー レ ケ は ス/¥°イ活 動 を して い た わ け で あ る(3月29日)[B,11,P・
152]。 この 情 報 を も と に,パ リの ドイ ッ 人 の 団 体(こ れ につ いて はANに 史料 があ
る[B,44,ヒ,P.41コ)と の 関 係 が 調 査 され,ヴ ァイ ト リ ン ク が パ リか ら ジ ュ ネ ー ヴ
に 来 た と い う動 きが 注 目 さ れ る[B,11,p.148]。 ラ ム ネ ー一の 学 説 の 流 布 の 場 が ド
イ ツ に あ る 可能 性 が 指 摘 され る が,フ ラ ン ス語 で な い た めsあ ま り恐 る る に た
り な い と ジ ュ ネ ー ヴ近 くの ゲ ッ ク ス の 警 官 は答 え る[B,11,P.148f](1841年12月
25日)。 翌 年1月13日 に は,こ の 警 官 は ま っ た く フ ラ ン ス の 共 産 主 義 者 との 関
係 は な い と断 定 す る[B,11,p.150]。 こ の報 告 は あ る意 味 で は 正 しい観 察 で あ っ
た。 フ ラ ン ス の 共 産 ‡義 者 と の 充 分 な 協 力 関 係 は,1839年 の 季 節 社 の 蜂 起 を 含
あ て 確 認 さ れ な い か らで あ る。 む しろ この 時 期 独 仏 を結 び付 け た の は フ ェ ネ ダ
イ た ち で あ り,そ の 流 れ は職 人 た ち よ り も知 識 人 の 流 れ で あ っ た。 しか し,「 ド
イ ツ 人 青 年 の 救 済 の 声 』 の 出 版 者 で あ っ た バ ウ ア ー は3月16日 フ ラ ン ス か ら
追 放 さ れ,イ ギ リ スへ 向 か う。そ れ は 季 節 社 関 連 で シ ャパ ー が イ ギ リスへ 渡 り,
『フ ォア ヴ ェル ツ』 関 連 で マ ル ク ス た ちが フ ラ ン ス か らベ ル ギ ー へ(当 初 は イギ
リス と思 われ て いた)追 放 さ れ た の と 同 じで あ る。
フ ラ ン ス政 府 の ジ ュ ネ ー ヴ に対 す る疑 い は そ の 後 も強 ま り,ジ ュ ネ ー ヴ政 府
へ 圧 力 を か け る。 そ の 結 果,1845年4月7日,ジ ュ ネ ー一ヴ政 府 は,ド イ ッ人 共
産 主 義 者 の 追 放 を 決 意 し(ド イッ人26名[B,38,S.258]),ベ ッ カ ー を 含 む ドイ ツ
人 が ジ ュ ネ ー ヴか ら追 放 さ れ,ゲ ク ス(Gex)や プ ー ル ・ア ン ・ブ レス(Bourg
epBresse)を 通 り,イ ギ リ ス に 向 か うか も しれ な い の で 注 意 せ よ とい う指 令 が
出 さ れ る[B,12,p.1fit]。 しか し,フ ラ ン ス政 府 は1836年 の 時 と違 い,フ ラ ン ス
入 国 を 避 け よ う と し た。 そ の た め ベ ッカ0は ロ ー ザ ン ヌ,チ ュ ー リ ッ ヒ と ス イ
ス内 を 転 々 と して い た し,そ の他 の も の も フ ラ ン スで 拒 否 さ れ て ロ ー ザ ン ヌ に
集 ま る こ と に な っ た。 しか し,フ ラ ン ス政 府 はg月 に は,ド イ ッ 人 亡 命 者 に フ
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ラ ンス の 通 過 パ ス を 与 え,第 三 国 へ 追 放 す る と い う手 に 出 る[B,38,S.260]。
ル ッ ェル ン(Luzern)で も ドイ ッ 人 亡 命 者 の 追 放 が あ り,フ ラ ン ス政 府 は,彼
らが,ド イ ツへ 帰 る こ と を 望 ま な い の で,フ ラ ン ス へ や って き て 新 た な 混 乱 の
火 種 に な る こ と を 恐 れ て い た[21,S.164]。 そ こで,フ ラ ン ス大 使 は 追 放 者 の 名 簿
を 送 り,注 意 を 促 す 。 この 名 簿 に は ゲ オ ル ク ・フ ァ イ ンを 含 め23人 が い た 。彼
ら が 貝 体 的 に フ ラ ン ス に 落 ち 着 い た の か,イ ギ リス に 渡 っ た の か は 不 明 で あ
る。
ロ ー ザ ン ヌ に近 い ヌ シ ャ テ ル は ク ー ル マ ン(Kuhulmann)の 影 …響 で 拡 大 す る。
湖 畔 の 傾 斜 地 の 美 しい 町 ヌ シ ャ テ ル は フ ラ ン ス に も近 く,フ ラ ン ス語 圏 で あ
り,フ ラ ン ス政 府 も こ の 地 で の 動 き に 注 目す る。 ヌ シ ャテ ル地 区 の 人 口(1844
年)66289人,そ の う ち外 国 人 が4670人[B,37,p.1],ヌ シ ャ テ ル 市 は人 口(1848
年)6314人 で,そ の うち 外 国 人1477人 で[B,2],か な り外 国 人 の 人 口 の 多 い地
域 で あ った 。 特 に 時 計 を あ つ か う商 人 や 職 人 達 が 多 く,ド イ ツ人 の 数 も多 くい
た 。 特 に,ヌ シ ャ テ ル か ら フ ラ ン ス国 境 に 向 け て 山 を 登 った と こ ろ に シ ョー ・
デ ・フ ォ ン と い う町 が あ るが,こ こは,ブ サ ン ソ ンへ 抜 け る道 で もあ り,フ ラ
ン ス と の 関 係 で フ ラ ン ス政 府 が 監 視 を して い た 地 域 で も あ った 。1841年10月
23日 に は,ジ ュ ネ ー ヴ で の動 き と比 例 して,フ ラ ンス と の 間 を 行 き来 して い た
W.シ ュ ト レー ル が そ の 中 心 で あ る こ と を 突 きiLめ て い た[B,18,p.2189]。1845
年9月29日 の 内 務 省 か ら ギ ゾ ー宛 の 手紙 で は,ヌ シ ャ テ ル 州 に フ ラ ン ス と ス
イ スで 連 絡 網 を もっ 結 社 の 存 在 を 掴 ん で い る。 そ して,彼 らが 追 放 さ れ フ ラ ン
スへ 来 る ・∫能 性 が あ る の で,ベ ル ンの 大 使 に リス トを要 求 して い る[B,11,p.190
f]。 こ の リ ス ト作 成 を行 っ た の は 中 央 警 察 署 長 官 フ ァー ヴル と ボ ン(Ponts)の
市 長 ラ ル デ ィで,彼 ら は報 告 書 を 残 して い る[B,9]。 シ ョー ・デ ・フ ォ ン地 区 の
大 物 は,デ ー レケ(Doeleke)(ア ル ジェ リァへ行 く)で,デ ー レケ と ヴ ァ イ ト リ ン
ク や マ ー ル(ド イ ツに帰 る)と の 関 係 も調 べ られ,青 年 ドイ ツ と 共産 主 義 との 関
係 も調 査 され て い た 。
作 成 され た リス ト(表7)[A,5ユ を 見 る と,ス イ スか らの 追 放 者 と,ヌ シ ャ テ ル
州 か らの 追 放 者 に分 か れ て い る。 ス イ ス か ら の追 放 者 は,お そ ら くブ ザ ン ソ ン
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に向 けて の国境 へ連 れ て 行 か れ た のか も しれ な い。 州 か らの追 放 者 は,他 の州
に 向 けて 居場 所 を点 々 とす る こ とにな る。 また逮 捕 され たに もか か わ らず,釈
放 されて い る もの もい る。 多 くは,ス イ ス人 で あ り,ス イ ス人 に は国外 追 放 の
法 令 が 生 きな いた め にそ う したの か も しれ な い。 次 に職 業 構成 で あ るが,こ こ
に は学 生 や知 識 人 の姿 が ほ とん ど見 え な い。 職 人 の な か で も,イi立 屋 と靴職 人
が と りわ け多 く,次 に木LL職 人 で あ る。 これ らの職 種 は,共 産 †義 運 動 の 中心
とな る職 種 で,ヌ シ ャテ ル の組 織 もそ う した職 業 の シ ンジケ ー トか ら成 り立 っ
て い たの か も しれ な い。
こ う して1845年 を境 と して ドイ ツ人 の スイ スで の運 動 は急 速 に縮 小 して行
く。 そ の後,ス イ スが ドイ ツ人急 進 派 の 中心 に 、γっ こ とはな いが,1848年 の2
月 革 命 か ら,1849年 にか けて,再 び ドイ ッ人 の亡 命 者が や って くる ことに な る
が,そ の時 期 は ほん のわ ず か で あ った。
小 括
ス イ スか らの追 放 の道 は,フ ラ ンスに と って は いわ ば通 り道 で あ った にす ぎ
な い。 しか し,こ の追 放 に フ ラ ンスが果 た した役割 は大 き く,ま た1830年 代 に
あれ ほ ど勢 いを持 った青 年 ヨー ロ ッパ の運 動 を阻 止 す るた め に果 た した その役
割 は大 きな もの で あ った。 スイ スは,こ の圧 力 の中 で,中 、γの地 位 を消極 的 な
形 な が ら放 棄 しな けれ ば な らず,そ の後 共産1者 の時 代 にな って もス イ ス は
中 、アな 立場 を維 持 す る こ とはで きな くな って い た。結 局,1830年 代 と同 じよ う
に,ド イ ツ人 の急 進 派 は スイ ス に活 動 の場 を得 る こ とな く,イ ギ リスへ 向 か う
こ とに な る。 それ は,フ ラ ンス国 内 にお いて も同様 で あ った。1840年 代 後 半 は
ドイ ツ人 が もっ と も増 え た時 代 で あ るが,後 半 に は ドイ ッ人 亡命 者 の中心 で は
な くな りっ っ あ った。 この 、7場を決 定 的 にす るの は2月 革命 で あ る。
(注)
(1) スイ スにお け る ドイ ッ人 の研 究 は,最 近 にな って発 展 して きた研究 分野 だ と言 え
(134) 1840年 代 フラ ンスにお ける ドイ ツ人人 口の動態(3)39
る。最初 に綿密 な実証研 究 が始 ま ったの は1900年 前後 の ことで あ る。 シュ ミッ トは
青年 ドイツの動 き と ドイッ人 追放 に至 る過程 を 克明 に調査 して い るが[B,32],そ の
後 に続 くブ リュガ ー[B,5],シ ュテ ノレン[B,35],ケ ラー[B,13]の1920年 代 まで の文
献 は,ソ 連,東 欧 の研究者 た ちによ って,ド イ ツの急進運 動 よ りもそれ に対 す る政治
的 弾圧 の 正当性 を強調 す るブル ジ ョァ的視 点 で 書か れた もので あ る とい う批 判 を受
け ることにな る[B,14,S.6]。1920年 一30年 代 の研 究 は,ス イスの ドイッ人 に関 し
て,1970年 代以 降 の研究 水 準を 支え る緻密 な実 証研究 とな って い るのであ るが,ソ
連,東 欧 の研究者 たちか らは,一 括 して社 会民 セ党 的色彩 を持 った研究 と して無 視
され る ことにな る。1920年 代 の研 究 のす ぐれ た点 は,社 会 益義運 動 にのみ力点 を置
い ていな い こと,し たが って マル クスに酷 評 され る者 たち も 高 く評価 されて い る
ことで あ る。特 に20年 代30年 代 の研究 は,ス イ スと ドイ ツ,ス イ スと列強 と・い った
`L場で研究 され
,初 期社 会 主義 の源 泉 の 一・つ と して よ りも,む しろ ドイ ツ人 の急 進
運 動 と国 際 世界 との関 係 に焦 点 を絞 ってな され てお り,少 な くと も最近 の研究 の先
駆 とな って い る。 ただ いずれ に しろ,こ の時 期 の史料 は豊 富 で,大 変 な作 業で あ る。
ブ リュガー は,ヌ シ ャテルの アル シー ヴへ のf紙 で 「史料 がお そろ しく多 くて,1843
年 まで に限 らなけれ ばな らなか った」 とrtっ てい る[A,5ユ 。
ソ連,東 欧 の研究 は,一一転 して スイ スの ドイツ人研 究 を初期社 会 主義 の研究,と り
わ け,マ ル ク スの宿敵 ヴ ァイ トリンクへ の マル クスの攻 撃 を捕強 す るための研究 へ
と変 えて しま う(そ の結 果 と して ヴ ァイ トリンクの研 究 を高 め ることに はな った)。
こう した研究 の影響 は,戦 後 に な って この分野 に参加 したわが園 の研 究者(ス イ ス
の ドイ ッ人 に関 して は興味 を もたなか ったが)に も影響 した。
しか し,一 方 この流 れ が初 期 社会1-:を それ独 自 に研究 す る方 向 と して 西側 で は
受 け継 が れ,シ ー ダー[B,31〕 によ る緻 密 な初 期労働 運動 の研究 を始 ま り として・ マ
ル クス と切 り離 され た初 期社会1義 研 究 と して進 め られ て行 く。 シー ダーの研究 はS
たん に ドイ ツ人 の急 進派 を研 究 す るので な く,彼 らの廻 りにい るすべ ての人 々を扱
う ことによ って,当 時 の ドイ ツ人の移 民,亡 命 の総体 的姿 を描 き出そ うと した点 で,
20--30年 代 の研究 に継 続す る もので あ った。 こう した流 れ は,70年 代 の グラ ンジ ョ
ン[B,11][B,12]へ と受 け継 が れ,マ ル クス 主義 の先駆 で はな い スイスの ドイッ人像
が 形成 されて い く下地 とな って行 く[B,13]〔B,33][B,34]。 わが国 で も良知 の 『マル
クス批判 者群像』[B,46]『 資 料 ドイツ初 期社会}義 』[B,45]は,従 来無視 され て いた
ス イスの ドイ ッ人 たち をあぶ りだす ことによ って,マ ル クス主義 的研究 へ の批 判 の
基礎 を作 った。 その後 にあ げ るべ き研 究 は石 塚[B,42]の 研究 で あろ う。
(2)1834年 に創設 され たベ ル ン大 学 は,教 授 の うち少 な くと も17人 が ドイ ッ人 で
あ った。最 初 の学 長 も,ド イッの革命家W.シ ンネルで あ った」[B,36,p.339]
(3)ス イ スでの ラウ シェ ンプ ラー ト研 舌動 につ いて は,・ ベール の文献 参照[B・29]・
この 文献 に は,彼 が,ス イ スの 中 で独 立 した 自治 を持 っ デ ィー ブ リンゲ ン共和国
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(lliepi'lingen)を 建 設 しよ う と して 失 敗 した こ とが 書 か れ て い る
。
(4)イ ル ゼ の 記 録 集[B・15]に 。ま,付 録 と して 政 治 亡 命 者 の リス トカi付 け られ て い る
。
この リ ス トは ス イ ス}フ ラ ンス へ 亡命 して い る数 百人 の ドイ ッ 人 を 含 ん で い る
。
(5)バ ー デ ンで は1833年4月24日,ベ リラ ッハ か らsポ ー ラ ン ド人 は 当 面 恐 怖 の 対
象 で はな い と い う報 告 を受 け,援 助 金 の額 な ど も調 査 して い る。1834年 の サ ヴ ォ ア
事件 の 時 は・ ラ ウ シ ュ ン プ ラ ー トの 調 査 を して い る。 と りわ け カ ー ル ス・レ瓢 の 内
務 省 は彼 の 入 国 に 注 意 を払 って い た[A,7]。
(6)1830年 代 ・40年 代 の ス イ スに お け る プ ・ イセ ン大 使 は ,オ テ ル シ ュ テ ッ ト(ott
erstedt)(1769-1850)1333--35年 ,・ ホ ウ1835-1839年[B,24],ブ ン ゼ ン(J .
Bunsen)1839年 一一1842{1三・ ヴ ェ ル タ ー(Werther ,K.)182年 一一46年 で あ る[B,
25]。
(7)マ イ ン ツ情 報 局 の 報 告 に つ い て は,[B ,1]を 参 照 。
(8)1830年 代 の フ ラ ンス の ス イ ス人 使 は,リ ュ ミ=一一1831年 一一1835年
1モ ンベ 。
1835年 …1838年 で あ る。1530年 代 の オ ー ス ト リア の ス イ ス大 使 と して活 躍 す る 人
物 は ボ ンベ ル で,イ ギ リスの 場 合 は モ リエ で あ った。
(9)ス イ ス と列 強 との 関 係 に関 す る文 献 に関 して ,た とえ ば フ ラ ン ス に関 して は ビオ
デが も っ と も重 要[B ,4]で,オ ー ス ト リア との 関 係 に っ い て は,ネ フIB ,22],ヴ ィ ン
ク ラー迂B・41]・ マ ル ク スrB,20],プ ロ イセ ンに 関 して は[B ,26]が あ る。
(10)す で に グ ラ ン ジ ョ ンが 上 ソ ー ヌ県 ,ジ ュ ラ県,マ ル ヌ県 の 資 料 を 調 査 して い る。
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